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1
　
は

じ
め
に

　
一
九
九
九
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
、
成
立
・
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
国
と
自
治
体
が
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
基
本
法

の
理
念
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
第
一
六
条
）
。

　
女
性
広
報
誌
研
究
会
は
、
各
自
治
体
が
男
女
共
同
参
画
の
理
念
を
地
域
の
人
び
と
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
ま
た
、
自
ら
の
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
・
施
策
に
つ
い
て
の
広
報
活
動
を
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
か
を
研
究
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年

秋
に
全
国
の
自
治
体
の
女
性
政
策
担
当
部
署
お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
て
、
こ
れ
ら
の
公
的
機
関
が
定
期
刊
行
し
て
い
る
男
女

共
同
参
画
、
女
性
間
題
・
男
女
平
等
問
題
な
ど
に
関
す
る
地
域
向
け
広
報
誌
（
以
下
女
性
広
報
誌
）
を
収
集
し
、
①
女
性
広
報
誌
担
当

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
②
女
性
広
報
誌
の
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
①
の
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

「
自
治
体
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状
　
　
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
　
　
」
（
上
）
（
下
）
と
し
て
『
国
学
院
法
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

誌
上
に
お
い
て
報
告
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
後
者
、
す
な
わ
ち
女
性
広
報
誌
に
つ
い
て
広
報
誌
タ
イ
ト
ル
、
表
紙
の
イ
メ
ー
ジ
、
記
事
内
容
、
男
女
共
同
参
画
特

集
、
そ
の
他
の
特
集
記
事
な
ど
を
中
心
に
内
容
分
析
し
、
明
ら
か
に
な
っ
た
知
見
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
広
報
誌
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
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1

女
性
行
政
の
推
移

　
本
調
査
を
行
っ
た
二
〇
〇
〇
年
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
成
立
し
た
翌
年
で
あ
り
、
「
二
〇
〇
〇
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会

議
」
が
開
催
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　
す
で
に
一
九
七
五
年
の
国
際
女
性
年
・
国
連
女
性
の
一
〇
年
を
通
じ
て
、
「
女
性
の
地
位
向
上
」
は
世
界
の
共
通
課
題
と
な
っ
て
い

た
が
、
日
本
は
、
一
九
七
九
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
一
九
八
五
年
に
批
准
し
た
。
こ
の
間
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
や
国
籍
法
等
の
女
性
差
別
を
禁
止
す
る
国
内
法
の
整
備
や
家
庭
科
を
男
女
共
修
と
す
る
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
行
わ
れ
、
条

約
の
中
心
概
念
で
あ
る
「
固
定
化
さ
れ
た
男
女
役
割
分
担
の
撤
廃
」
は
、
自
治
体
の
女
性
行
政
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
。

　
一
九
九
五
年
の
国
連
北
京
女
性
会
議
で
は
、
「
北
京
行
動
綱
領
」
が
採
択
さ
れ
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
一
二
課
題
が
よ
り
明

確
に
示
さ
れ
た
。
各
自
治
体
で
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
女
性
行
動
計
画
の
策
定
や
女
性
広
報
誌
の
創
刊
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
な
ど
、

一
九
九
五
年
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
、
日
本
の
女
性
行
政
は
さ
ら
な
る
新
し
い
展
開
を
見
せ
た
が
、
一
九
九
九
年
に
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
が
、
「
二
十
一
世
紀
の
我
が
国
社
会
を
決
定
す
る
最
重
要
課
題
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。

　
「
国
の
施
策
に
準
じ
た
施
策
」
と
「
区
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
」
を
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
た
基
本
法
の
成
立
を
契
機
に
、

女
性
行
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
男
女
共
同
参
画
」
と
な
り
、
自
治
体
の
女
性
政
策
担
当
部
署
や
女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
称
の
多
く
が
、
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男
女
共
同
参
画
課
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ
と
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
三
五
の
都
道
府
県
が
男
女
共
同
参
画
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
後
市
区
町
村
に
お
い
て
も
こ
の
動
き
が
広
が
り
、
男

女
共
同
参
画
条
例
の
制
定
や
基
本
計
画
の
策
定
お
よ
び
そ
れ
ら
の
実
施
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
女
性
行
政
の
中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

2

女
性
広
報
誌
の
発
行
時
期
区
分

　
こ
う
し
た
女
性
行
政
を
め
ぐ
る
状
況
の
推
移
に
関
連
さ
せ
つ
つ
、
女
性
広
報
誌
の
発
行
時
期
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
四
期
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
第
一
期
（
一
九
七
七
年
～
一
九
八
五
年
）
　
　
女
性
行
政
啓
発
時
代

　
　
第
二
期
（
一
九
八
六
年
～
一
九
八
九
年
）
　
女
性
問
題
・
女
性
行
政
推
進
時
代

　
　
第
三
期
（
一
九
九
〇
年
～
一
九
九
九
年
）
　
女
性
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代

　
　
第
四
期
（
二
〇
〇
〇
年
以
降
）
　
男
女
共
同
参
画
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
各
期
の
女
性
広
報
誌
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
し
た
論
文
に
お
い
て
概
観
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
本

調
査
が
対
象
と
し
た
広
報
誌
は
、
第
四
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
画
し
た
の
は
、
一
九
九
九
年
六
月
の
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
の
施
行
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
前
述
の
よ
う
な
国
の
施
策
に
準
じ
か
つ
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

施
策
が
推
進
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
多
く
に
と
っ
て
「
男
女
共
同
参
画
」
は
、
初
め
て
聞
く
言
葉
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
が
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
つ
か
み
に
く
い
。
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広
報
と
は
も
と
も
と
2
霞
o
お
巨
δ
房
の
訳
語
で
、
行
政
や
企
業
に
よ
る
住
民
や
顧
客
と
の
関
係
づ
く
り
を
意
味
す
る
。
す
な
わ

ち
行
政
や
企
業
の
事
業
活
動
に
対
す
る
住
民
や
顧
客
の
理
解
・
協
力
を
得
る
た
め
の
、
環
境
づ
く
り
や
合
意
形
成
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
一
般
的
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
独
自
の
媒
体
を
用
い
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
実
施
さ
れ
る

の
が
広
報
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
女
性
広
報
誌
に
は
、
男
女
共
同
参
画
の
理
念
と
そ
の
課
題
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
役
割
が
課
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
と
な
る
が
、
同
時
に
、
そ
う
し
た
課
題
の
達
成
に
向
け
た
市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め
に
、
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
媒
体
と
し
て
の
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
る
。
今
回
誌
面
分
析
の
対
象
と
し
た
女
性
広
報
誌
は
、
一
九
九
九
年
度
最
終
号
と
い
う
、
ま

さ
し
く
女
性
広
報
誌
が
男
女
共
同
参
画
を
伝
え
は
じ
め
た
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
特
集
を
組
む
も
の
も
、
四

誌
に
一
誌
み
ら
れ
た
。

1

皿

女
性
広
報
誌
の
属
性

女
性
広
報
誌
の
収
集
方
法

　
今
回
の
女
性
広
報
誌
の
内
容
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
二
段
階
で
サ
ン
プ
ル
誌
を
収
集
し
た
。
第
一
は
、
二
〇
〇
〇
年
一

〇
月
の
「
女
性
広
報
誌
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
以
下
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）
実
施
に
際
し
、
回
答
と
と
も
に
送
付
を
依
頼
し
た
、
二

〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
一
九
九
九
年
度
最
新
号
で
あ
る
。
こ
の
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
女
性
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
る
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国
、
都
道
府
県
、
区
市
町
の
女
性
政
策
担
当
部
署
お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー
（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
二
七
五
カ
所
の
「
女
性
広
報

誌
担
当
者
」
に
対
し
、
郵
送
法
に
よ
り
行
っ
た
が
、
二
〇
七
カ
所
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
第
二
に
、
回
答
が
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
現
物
の
送
付
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
、
適
切
な
号
数
の
広
報
誌
が
送
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
な
ど
は
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
情
報
資
料
室
が
広
範
に
収
集
し
、
閲
覧
に
供
し
て
い
る
女
性
広
報
誌
の
当

該
号
を
コ
ピ
ー
し
、
充
当
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
九
年
度
最
新
号
合
計
二
七
四
誌
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
が
、
二
〇
〇
〇
年
当
時
全
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
女
性
広
報
誌
の
全
て
を
網
羅
し
て
い
る
と
は
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
資
料
の
収
集
に
定
評
の
あ
る
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
所
蔵
の
も
の
を
補
填
し
、
二
七
四
誌
の
サ

ン
プ
ル
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
発
行
さ
れ
て
い
た
女
性
広
報
誌
の
か
な
り
の
部
分
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

わ
れ
る
。

　
今
回
の
女
性
広
報
誌
の
内
容
分
析
の
中
心
は
、
こ
う
し
た
二
〇
〇
〇
年
時
点
で
の
収
集
誌
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
男
女
共
同
参
画
施
策
の
進
展
に
よ
る
女
性
広
報
誌
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
論
の
最
終
部
分
で
は
、
今
後
の
女

性
広
報
誌
お
よ
び
女
性
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

2

女
性
広
報
誌
の
分
析
方
法

　
本
研
究
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
の
分
析
で
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
を
行
っ
た
。

　
第
一
は
、
女
性
広
報
誌
の
表
紙
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
で
あ
る
。
庁
舎
や
公
共
機
関
な
ど
に
置
か
れ
て
、
自
由
配
布
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

女
性
広
報
誌
は
、
目
立
ち
や
す
さ
、
手
に
と
り
や
す
さ
な
ど
一
般
的
な
広
報
誌
の
条
件
を
そ
な
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
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女
性
政
策
の
啓
発
と
い
う
側
面
か
ら
、
ひ
と
目
で
男
女
共
同
参
画
や
女
性
問
題
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
女
性
広
報
誌
の
表
紙
が
そ
の
よ
う
な
演
出
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
か
否
か
を
一
誌
ご
と
に
分
析
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
方
法
に
よ

っ
て
、
人
物
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
に
表
象
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
イ
メ
ー
ジ
」
の
量
的
分
類
を
試
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
第
二
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
コ
ン
テ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
の
手
法
に
も
と
づ
い
て
、
全
て
の
記
事
（
表
紙
・
題
字
な
ど
の
ほ
か
写

真
・
イ
ラ
ス
ト
・
図
版
な
ど
も
含
む
）
の
内
容
を
分
野
分
類
し
、
そ
の
量
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
、
全
体
的
な
内
容
分
析
で
あ
る
。
ど
の
分

野
の
情
報
が
多
い
か
を
見
る
こ
と
を
通
じ
て
、
女
性
広
報
誌
全
体
の
誌
面
内
容
傾
向
の
ほ
か
、
各
誌
ご
と
の
特
徴
、
発
行
主
体
・
発
行

地
域
ご
と
の
特
徴
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
具
体
的
に
は
広
報
誌
名
や
発
行
主
体
な
ら
び
に
四
五
に
わ
た
る
誌
面
分
野

に
さ
か
れ
た
ぺ
ー
ジ
量
を
記
入
す
る
分
析
シ
ー
ト
を
作
成
し
（
本
論
末
尾
の
【
付
録
】
参
照
）
、
一
広
報
誌
ご
と
に
、
各
ぺ
ー
ジ
が
ど

の
分
野
の
記
事
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
○
・
一
ぺ
ー
ジ
単
位
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
ぺ
ー
ジ
目
「
表
紙
目

一
・
○
ぺ
ー
ジ
」
、
二
ぺ
ー
ジ
目
「
女
性
と
教
育
・
学
習
H
O
・
三
ぺ
ー
ジ
」
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
H
O
・
七
ぺ
ー
ジ
」
な
ど
と
数
え

ら
れ
た
ぺ
ー
ジ
量
の
総
和
は
、
広
報
誌
一
誌
あ
た
り
の
総
ぺ
ー
ジ
量
（
た
と
え
ば
八
ぺ
ー
ジ
）
と
な
る
。
さ
ら
に
各
誌
の
相
対
比
較
の

た
め
に
、
各
誌
の
総
ぺ
ー
ジ
量
を
一
〇
〇
％
と
し
た
百
分
比
を
算
出
し
た
。

　
第
三
は
、
収
集
し
た
女
性
広
報
誌
内
で
組
ま
れ
て
い
る
男
女
共
同
参
画
特
集
の
分
析
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
成
立
・
施
行
さ
れ
た

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
あ
る
程
度
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
特
集
し
た
広
報
誌
が
当
時
か
な
り
あ
る
と
予
想
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
な
内
容
や
形
式
で
特
集
を
行
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
。
一
誌
ご
と
の
分
析
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
男
女
共
同
参
画

特
集
の
内
容
分
類
や
そ
こ
に
お
け
る
登
場
人
物
の
属
性
分
析
な
ど
を
行
い
、
量
化
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
発
行
主
体
や
判
型
、
ぺ
ー
ジ
量
な
ど
女
性
広
報
誌
の
基
本
的
属
性
の
分
析
、
誌
名
の
分
析
、
共
同
参
画
特
集
以
外
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

集
記
事
の
分
析
、
一
九
九
四
年
の
「
生
涯
学
習
情
報
研
究
会
」
調
査
（
以
下
一
九
九
四
年
調
査
）
に
お
け
る
一
八
四
誌
の
内
容
分
析
と
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の
比
較
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
の
女
性
広
報
誌
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
の
比
較
な
ど
を
適
宜
行
っ
た
。
分
析
シ
ー
ト
に
記
入
す
る

作
業
は
、
国
学
院
大
学
社
会
学
ゼ
ミ
の
学
生
・
卒
業
生
を
中
心
と
す
る
女
性
広
報
誌
研
究
会
の
研
究
協
力
者
た
ち
が
常
時
複
数
人
で
行

い
、
さ
ら
に
執
筆
者
た
ち
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　
な
お
、
分
析
対
象
誌
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
返
送
に
際
し
て
送
ら
れ
て
き
た
も
の
お
よ
び
東
京
ウ
ィ
メ
ン

ズ
プ
ラ
ザ
で
補
っ
た
コ
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
年
三
月
ま
で
に
出
た
一
九
九
九
年
度
の
最
新
号
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
年
間
一

回
し
か
出
な
い
も
の
に
対
し
て
年
数
回
出
て
い
る
も
の
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
出
た
も
の
に
対
し
て
一
九
九
九
年
四
月
に
出
た
も
の
、

ま
た
四
ぺ
ー
ジ
の
も
の
に
対
し
て
三
二
ぺ
ー
ジ
の
も
の
な
ど
、
サ
ン
プ
ル
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
析
し
た
当
該
号
の
内

容
や
表
紙
に
し
て
も
、
前
号
は
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
当
該
号
に
は
男
女
共
同
参
画
特
集
が
掲
載
さ

れ
て
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
前
号
で
既
に
組
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
デ
ー
タ
に
は
、
そ
う
い
っ
た
特
性
が
あ
る

こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
記
し
て
お
き
た
い
。

3

女
性
広
報
誌
の
属
性

qD

　
発
行
主
体

　
収
集
さ
れ
た
女
性
広
報
誌
二
七
四
誌
が
、
国
、
都
道
府
県
、
区
市
町
の
女
性
政
策
担
当
部
署
や

男
女
共
同
参
画
担
当
部
署
（
以
下
女
性
政
策
担
当
部
署
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は

女
性
セ
ン
タ
ー
や
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
以
下
女
性
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
の

か
、
発
行
主
体
を
見
た
と
こ
ろ
、
図
1
の
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
政
策
担
当
部
署
か
ら
刊
行
さ
れ

女性政策部署
　58。0％
　（159誌）

女性センター
　　42。0％

　（115誌）

図1　発行主体（N274誌）
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て
い
る
女
性
広
報
誌
は
一
五
九
誌
、
五
八
・
○
％
で
、
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
刊

行
さ
れ
て
い
る
女
性
広
報
誌
は
二
五
誌
、
四
二
・
○
％
で
あ
っ
た
。
担
当
者

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
二
〇
七
）
結
果
に
お
け
る
発
行
部
署
は
、
女
性
政
策
担
当

部
署
が
六
七
・
一
％
、
女
性
セ
ン
タ
ー
が
三
二
・
九
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
回

の
結
果
も
勘
案
し
て
類
推
す
る
と
、
全
国
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
刊
行
の
六

～
七
割
を
女
性
政
策
担
当
部
署
が
、
三
～
四
割
を
女
性
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ

れ
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
一
八
四
誌
の
女
性
広
報
誌
を
内
容
分
析
し
た
一
九
九
四
年
調
査
に
よ
る
と
、

女
性
セ
ン
タ
i
刊
行
に
よ
る
も
の
は
三
八
誌
、
比
率
に
す
る
と
二
一
％
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
間
に
女
性
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
ウ
ェ
イ
ト
が
増
し
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
女
性
広
報
誌
の
発
行
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
る
と
、
図
2
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
国
（
全
国
）
が
三
誌
、
一
・
一
％
、
北
海
道
七
誌
、
二
・
六
％
、
東
北

一
六
誌
、
五
・
八
％
、
関
東
（
東
京
を
除
く
）
六
一
誌
、
二
二
・
三
％
、
東
京

五
六
誌
、
二
〇
・
四
％
、
北
陸
・
中
部
三
七
誌
、
一
三
・
五
％
、
近
畿
四
七

誌
、
一
七
・
二
％
、
中
国
二
誌
、
四
・
○
％
、
四
国
一
二
誌
、
四
・
四
％
、

九
州
・
沖
縄
二
四
誌
、
八
・
八
％
と
な
っ
た
。
上
位
の
関
東
、
東
京
、
近
畿
の

三
地
域
を
合
わ
せ
る
と
六
割
に
達
す
る
。
こ
の
傾
向
も
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

圏女性センター（N115）

■女性政策担当部署（N159

麟灘

九
州
・
沖
縄

四
国

中
国

近
畿

藝
3

2
1

30
　
　
2
0
　
　
1
0
　
　
0

北
陸
・
中
部

東
京

関
東

東
北

北
海
道

国

70
　
　
6
0
　
　
5
0
　
　
ω

図2　地域ブロック別発行部署（単位：誌）
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結
果
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
発
行
部
署
を
見
る
と
、
東
北
、
関
東
、
九
州
・

沖
縄
な
ど
で
女
性
政
策
担
当
部
署
の
発
行
比
率
が
高
く
、
東
京
も
女
性
政
策
担
当
部

署
発
行
の
方
が
や
や
多
い
。
一
方
、
北
陸
・
中
部
で
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
発
行
比
率

が
高
く
、
北
海
道
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
な
ど
で
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
と
女
性
政
策

担
当
部
署
の
比
率
が
拮
抗
し
て
い
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
「
女
性
セ
ン
タ
ー
数
の

西
高
東
低
傾
向
」
を
反
映
し
て
、
西
の
方
の
女
性
広
報
誌
は
女
性
セ
ン
タ
ー
発
行
が

多
い
。
こ
れ
ら
の
傾
向
も
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ほ
ぼ
近
似
し
て
い
た
。

　
発
行
主
体
を
自
治
体
区
分
で
分
類
し
て
み
る
と
（
図
3
）
、
国
が
三
誌
、
一
・
一

％
、
政
令
指
定
都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
千
葉
、
川
崎
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
広
島
、
北
九
州
、
福
岡
の
一
二
都
市
、
さ
い
た
ま
含
ま
ず
）
が
一
八

誌
、
六
・
六
％
、
道
が
三
誌
、
一
・
一
％
、
都
が
四
誌
、
一
・
五
％
、
府
が
三
誌

一
・
一
％
、
県
が
六
七
誌
、
二
四
・
五
％
、
区
（
東
京
都
）
が
二
七
誌
、
九
・
九

％
、
市
が
一
四
五
誌
、
五
二
・
九
％
、
そ
し
て
町
が
四
誌
、
一
・
五
％
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
の
発
行
す
る
女
性
広
報
誌
が
過
半
数
を
、
都
道
府
県
の
発
行
す
る

女
性
広
報
誌
が
三
割
を
占
め
て
い
る
。

②
　
女
性
広
報
誌
を
発
行
す
る
女
性
政
策
担
当
部
署

　
先
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
政
策
担
当
部
署
が
刊
行
す
る
広
報
誌
は
一
五
九
誌

（
六

4
18

3433

町市区県府都道政
令
指
定
都
市

国

励
　
伽
　
　
8
0
　
ω

0

図3　自治体規模別発行分布（単位：誌）
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表1　発行主体の部（局）
（単位：誌

総務(15)　　総務部　　　15
『
∂
3
3
3
1
1

1

6
4
り
乙
1
1
⊥

5
4
1
⊥
1
⊥

1

1
　
1
　
1
　
1

総務部

企画部
企画調整部
企画財政部
企画県民部（局）

企画管理部
企画総務部

生活環境部
生活文化部
生活部
生活交流部
女性生活部
市（区）民部（局）

市民生活部
市民総務部
市民共生部

県民生活部
県民生活環境部
県民環境部
県文化環境部

画㈲企

活qの生

民　（2D市

民　（4）県

ワ
’
1
⊥

部活生
部

境
境

環
環

境　（8）環

1
　
1
　
1

文化部
文化振興部
文化児童部

イヒ　（3）文

1
　
1
　
1

部
部
部

策
営
理

政
経
管

合
策
策

総
政
政

策　（3）政

2
2
1
⊥
　
1
1
1

n
125

‘
1
⊥
　
－

り
乙
　
1
上

　　4

29

159

　児童女性部

　人権文化部
　人権部
　人権対策部
　人権推進部
　人権啓発室

　教育委員会
　生涯学習部

　福祉部

　市長（知事）公室

　地域センター部
　地域振興部

　社会部
　社会生活部

　その他

　部局不明

合　　計

児童女性（2）

権　（6）人

教育委員会（12）

福祉部（2）

公　室（5）

地　域（2）

社会（3）
その他（4）

不　明㈲

＊（）内は各関連部（局）の合計

43

割
）
、
女
性
セ
ン
タ
ー
が
刊
行
す
る
広
報
誌
は
一
一
五
誌
（
四
割
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
行
政
の
女
性
政
策
担
当
部
署
が
直
接
刊
行

し
て
い
る
一
五
九
誌
の
発
行
部
（
局
）
を
見
て
み
る
と
、
表
1
お
よ
び
図
4
の
よ
う
に
な
り
、
企
画
部
を
は
じ
め
と
す
る
「
企
画
」
関
連

の
部
が
二
六
誌
、
一
六
・
四
％
、
次
い
で
市
民
部
な
ど
「
市
民
」
関
連
の
部
が
二
一
誌
、
一
五
・
七
％
、
以
下
「
総
務
」
一
五
誌
、

九
・
四
％
、
「
生
活
」
一
四
誌
、
八
・
八
％
、
「
教
育
委
員
会
」
一
二
誌
、
七
・
五
％
、
「
環
境
」
八
誌
、
五
・
○
％
、
「
人
権
」
六
誌
、

三
・
八
％
な
ど
が
続
く
。

　
つ
ぎ
に
、
部
（
局
）
の
あ
と
に
続
く
課
（
室
）
を
分
類
す
る
と
表
2
お
よ
び
図
5
の
よ
う
に
な
る
。
最
多
は
、
「
女
性
・
女
性
政
策
」
関

連
の
課
で
五
四
誌
、
三
四
・
○
％
、
次
に
多
か
っ
た
の
は
、
青
少
年
女
性
課
や
女
性
児
童
課
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
女
性
」
と
「
児

童
・
青
少
年
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
二
二
誌
、
一
三
・
八
％
、
以
下
、
男
女
共
同
参
画
課
な
ど
「
男
女
」
や
「
参
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画
」
の
文
字
を
冠
し
た
と
こ
ろ
一
八
誌
、
一
一
・
三
％
、
「
企
画
」
一
八
誌
、
一
一
・
三
％
、
「
生
活
・
市
民
・
県
民
」
一
二
誌
、
七
・

五
％
、
「
自
治
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
一
〇
誌
、
六
・
三
％
な
ど
が
続
く
。
か
つ
て
「
女
性
問
題
」
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
い
え
ば
「
女
性

（
婦
人
）
課
（
係
・
担
当
）
」
か
「
女
性
（
婦
人
）
・
児
童
・
青
少
年
課
（
係
・
担
当
）
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
部
署
が
ま
だ
残
る
一

方
、
九
九
年
の
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
施
行
を
受
け
て
機
構
改
革
や
名
称
変
更
を
行
う
と
こ
ろ
が
出
始
め
て
い
た
こ
と
を
反
映

し
て
、
「
男
女
共
同
参
画
課
」
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
「
男
女
・
参
画
」
「
女
性
・
女
性
政
策
」

「
女
性
・
青
少
年
・
児
童
」
の
三
部
門
で
六
割
近
く
に
な
る
。

表2　発行主体の課（室
（単位：誌）

0
3
ワ
θ
1
1
1

1

8
7
4
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1

2

10
　9

　2

　1

9
6
n
乙
－

3
3
2
1
1
1
1

2
2
1
1
1
1
1
1

1
14
14
1　1
1

3

　3

　5

159

男女共同参画課（室）
男女平等推進室
男女共生（推進）課
男女共同参画推進室
男女参画課
参画推進課
女性政策（推進）課（室）
女性行政（推進）課（室）

女性課
女性企画課（室）

女性生活課
女性室
女性施策推進課
女性参画推進室
女性総合センター
女性・平和課
女性・コミュニティ課
女性政策・国際課
県民生活女性課
婦人室
青少年女性課
女性青少年課
女性児童課
児童女性課
企画課
企画調整課
企画財政課（室）

企画政策課
生活（文化）課
県民（生活）課

市民生活課
市民文化課
市民活動推進課
市民活動支援課
県民文化政策課
自治文化課
自治振興課
コミュニティ推進課
コミュニティ・文化課
交流課
地域振興課
産業文化課
都市文化課
総合政策課
政策室
人権啓発課
人権・女性啓発課
社会教育課
生涯学習課
総務課
文化広報課
広報広報課
その他
課不明
計

（18）

男女・参画

（5の女性・女性政策

女性・青少年・児童⑳

（18）

画企

生活・市民・県民　⑰

自治・コミュニティ㈲

（2）策政

（5）権人

（5）

衙

（2）

衙

社会教育

総務
広報
その他

不明　　　　　　　　合　　計
＊（）内は各関連課（室）の合計
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図4　発行主体の部（局）（N159）
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部
と
課
の
つ
な
が
り
を
見
る
と
、
「
企
画
部
女
性
政
策
課
」
の
ほ
か
、
「
総
務
部
男
女
共
同

参
画
室
」
「
総
務
部
男
女
平
等
推
進
室
」
「
市
民
部
女
性
政
策
課
」
な
ど
が
多
い
。
女
性
政
策

の
部
署
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
な
部
署
か
企
画
部
署
、
な
い
し
は
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
セ
ク
シ

ョ
ン
が
多
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
女
性
広
報
誌
の
制
作
に
携

わ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
行
政
の
職
員
が
二
・
二
人
、
公
募
委

員
二
・
二
人
、
そ
の
他
一
・
八
人
で
あ
っ
た
。

人法
％

団
α

財
2

図6　発行主体女性センター
　　　の運営形態（N115）

⑥
　
女
性
広
報
誌
を
発
行
す
る
女
性
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形
態

　
女
性
広
報
誌
を
刊
行
し
て
い
る
女
性
セ
ン
タ
ー
が
財
団
法
人
の
運
営
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
比
率
を
示
し
た
の
が
図
6
で

あ
る
。
自
治
体
が
運
営
す
る
女
性
セ
ン
タ
ー
発
行
の
広
報
誌
が
八
五
誌
七
三
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
財
団
法
人
方
式
の
女
性
セ
ン

タ
ー
が
発
行
す
る
広
報
誌
は
三
〇
誌
二
六
・
一
％
と
、
四
誌
に
一
誌
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
セ
ン
タ
ー
の
財
団
運
営
方
式
は
、

こ
の
と
こ
ろ
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
女
性
広
報
誌
の
創
刊
年
お
よ
び
刊
行
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
収
集
し
た
広
報
誌
の
記
載
か
ら
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い

も
の
が
大
多
数
だ
っ
た
た
め
、
デ
ー
タ
化
で
き
な
か
っ
た
。
通
巻
号
数
は
表
紙
等
に
記
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
「
年
二
回
刊
」
、
「
季

刊
」
、
「
毎
年
＊
月
発
行
」
な
ど
と
い
っ
た
記
載
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
奥
付
に
「
＊
年
創
刊
」
と
い
っ
た
情
報
も
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
公
的
広
報
は
出
版
物
で
あ
り
、
号
数
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
貴
重
な
記
録
と
も
な
る
の
で
、
奥
付
等
に
創
刊
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

や
刊
期
な
ど
の
書
誌
情
報
を
是
非
記
載
し
て
ほ
し
い
。
ち
な
み
に
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
最
も
古
い
女
性
広
報
誌
は
一
九

七
七
年
創
刊
（
一
誌
）
で
、
一
九
九
六
年
（
二
〇
誌
）
を
ピ
ー
ク
に
七
割
が
九
〇
年
代
の
創
刊
で
あ
っ
た
。
同
調
査
に
よ
る
と
、
刊
期



は
年
二
回
の
刊
行
が
四
五
％
、
年
一
回
が
二
〇
％
だ
っ
た
。
今
回
内
容
分
析
を
行
っ
た
広
報
誌
も
、
お
そ
ら
く
似
た
よ
う
な
傾
向
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
九
四
年
調
査
で
は
、
年
二
回
刊
が
最
多
の
三
八
％
、
次
い
で
年
三
回
一
五
％
、
年
四
回
二
〇
％
、
年
一
回
が

一
一
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
年
二
回
刊
行
の
広
報
誌
の
割
合
が
増
え
る
と
同
時
に
、
年
一
回
刊
行
の
広
報
誌
の
割
合
も
増

え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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④
　
サ
イ
ズ
・
ペ
ー
ジ
量

　
女
性
広
報
誌
の
判
型
は
、
図
7
に
示
し
た
よ
う
に
A
四
判
が
圧
倒
的
多
数
で
二
七
〇
誌
、
九
八
・
五
％
を
占
め
、
そ
の
他
は
コ
ン
パ

ク
ト
な
A
四
判
の
縦
半
分
サ
イ
ズ
が
二
誌
、
○
・
七
％
、
新
聞
状
の
A
三
判
が
二
誌
、
○
・
七
％
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
主
流
サ
イ
ズ

だ
っ
た
B
五
判
、
い
わ
ゆ
る
「
週
刊
誌
サ
イ
ズ
」
は
皆
無
で
あ
る
。
九
四
年
調
査
で
は
A
四
判
は
ま
だ
六
〇
％
に
と
ど
ま
り
、
B
五
判

か
ら
の
移
行
途
中
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
「
世
界
標
準
」
と
さ
れ
、
役
所
で
も
定
型
と
な
っ
て
い
る
A
四
サ
イ
ズ
が
女
性
広
報
誌
に
あ

っ
て
も
す
っ
か
り
定
着
し
た
観
が
あ
る
。

　
ぺ
ー
ジ
数
は
、
図
8
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
一
四
九
誌
、
五
四
・
四

％
と
過
半
数
を
占
め
、
次
い
で
四
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
、
四
六
誌
、
一
六
・
八
％
、
一
二
ぺ
i

ジ
の
も
の
が
二
八
誌
、
一
〇
・
二
％
と
、
四
の
倍
数
の
ぺ
ー
ジ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
一

六
ぺ
ー
ジ
以
上
の
も
の
は
多
く
は
な
い
が
、
中
に
は
三
六
ぺ
ー
ジ
や
四
四
ぺ
ー
ジ
と
い
っ
た

大
部
な
も
の
も
あ
る
。
平
均
ぺ
ー
ジ
数
は
、
八
・
九
ぺ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
担
当
者
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
お
け
る
平
均
ぺ
ー
ジ
数
は
九
・
二
ぺ
ー
ジ
で
あ
っ
た
の
で
ほ
ぼ
重
な
る
。

　
九
四
年
調
査
時
の
広
報
誌
サ
イ
ズ
は
、
八
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
四
四
％
で
今
回
よ
り
も
一
〇

分半
％

蝦
㎝

AA3判
0．7％

判
％

4
　
。
5

A
9
8

図7判型の種類
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ポ
イ
ン
ト
少
な
く
、
ま
た
平
均
ぺ
ー
ジ
数
も
八
ぺ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
わ
ず

か
だ
が
当
時
よ
り
増
ぺ
ー
ジ
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
W
　
女
性
広
報
誌
の
表
紙

　
1
　
女
性
広
報
誌
の
誌
名

　
広
報
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
、
読
者
に
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の

い
わ
ば
“
顔
”
で
あ
り
、
作
り
手
た
ち
の
“
理
念
”
や
“
主
張
”
の
あ
ら

わ
れ
で
も
あ
る
。
分
析
対
象
と
な
っ
た
二
七
四
誌
の
誌
名
を
、
担
当
者
ア

ン
ケ
ー
ト
と
同
様
の
以
下
の
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。

　
　
165432
地
名
＋
女
性
（
ウ
ー
マ
ン
）

女
性
セ
ン
タ
ー
名

花
・
自
然

男
女
平
等
・
参
画
・
共
生

女
性
の
自
立
・
主
体
性

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

騒4％
騒

，．070

　　　　　　　　　　　　102％

　　　G61・議　　，灘　4。％
　　　　　　　穣18％。1鷺萎、妻萎・ll％α4％α7％・・15％㈱％α7％
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図8　ぺ一ジ量（平均8。91ぺ一ジ）
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そ
の
結
果
、

（
た
と
え
ば
、

1
』
『
フ
ィ
フ
テ
ィ
2
』

五
・
七
％
、
次
い
で
「
女
性
施
設
名
」

『
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
だ
よ
り
』

五
・
三
％
、

レ
ッ
ト
』
『
ω
け
8
仁
三
な
ど
）
が
四
〇
誌
、

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
』
『
コ
ム
ズ
』

い
た
。

を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
が

き
・
変
化
・
未
来
」

ど
）
、
「
地
名
＋
女
性
（
ウ
ー
マ
ン
）
」

　
新
し
い
動
き
・
変
化
・
未
来

　
　
い
き
い
き
と
し
た
状
況

　
調
和

　
情
報
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
そ
の
他

　
　
　
図
9
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
男
女
平
等
・
参
画
・
共
生
」

　
　
　
『
え
が
り
て
』
『
パ
ー
ト
ナ
ー
』
『
≦
一
島
』
『
ハ
ー
モ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
『
な
ら
ん
で
』
な
ど
）
が
最
多
の
四
三
誌
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
ア
ザ
レ
ア
』
『
エ
ポ
ッ
ク
』

　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
）
が
僅
差
で
続
き
、
四
二
誌
、
一

　
　
　
さ
ら
に
「
女
性
の
自
立
・
主
体
性
」
（
『
フ
ァ
ー
ラ
』
『
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
・
六
％
、
「
女
性
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
ぱ
る
ね
っ

　
　
　
　
『
か
け
は
し
』
な
ど
）
が
三
八
誌
、
一
三
・
九
％
で
続

　
そ
れ
ぞ
れ
一
四
％
～
一
五
％
に
達
す
る
こ
れ
ら
四
カ
テ
ゴ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
以
下
、
「
新
し
い
動

　
　
　
　
　
　
（
『
あ
し
た
』
『
新
し
い
風
』
『
寓
○
≦
Z
O
』
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
江
東
の
女
性
』
『
と
っ
と
り
の
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図9　女性広報誌名のカテゴリー分類
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　表3　誌名の年次比較

1994年
（N158）

27．2％

12．0％

7．0％

15．8％

13．3％

13．9％

2000年
（N274）

7．7％⑳

15．3％臼2）

6．9％⑲

15．7％㈲

14．6％㈲

13．9％（謝

誌名カテゴリー

10．8％

100．0％

　8．0％伽）

　4．0％⑪

　4。7％α3）

　2．2％（6）

　6．9％qg）

100。0％

地名＋女性（ウーマン）

女性施設名

花・自然

男女平等・参画・共生

女性の自立・主体性

女性ネットワーク・コミュ

ニケーション・フォーラム

新しい動き・変化・未来

いきいきとした状況

調和

情報・ライブラリー

その他

1

2

3
4

5

6

7

8

9
10

11

　　　　合　　　計

＊2000年の（）内の数値は実数

し
、
英
語
タ
イ
ト
ル
が
一
〇
四
誌
と
、
日
本
語
の
誌
名
を
上
回
っ
て
い
る
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
八
言
語
に
及
び
、

に
日
本
語
タ
イ
ト
ル
は
三
五
％
に
と
ど
ま
り
、
あ
と
の
六
五
％
は
外
国
語
等
と
い
う
わ
け
だ
が
、

（
あ
る
日
）
』
『
ぷ
ら
～
な
（
息
づ
か
い
）
』
『
＞
言
H
9
（
仲
間
）
』
『
冨
≦
富

国
語
を
女
性
広
報
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
用
い
る
の
は
、
“
新
し
さ
”
を
ね
ら
っ
て
の
こ
と
な
の
か

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
な
が
ら
イ
メ
ー
ジ
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
訴
え
よ
う
と
し

女
性
』
『
う
い
み
ん
　
み
え
』
な
ど
）
、
「
花
・
自
然
」
（
『
ひ

ま
わ
り
』
『
そ
よ
か
ぜ
』
『
漣
（
さ
ざ
な
み
）
』
な
ど
）
、
「
調

和
」
（
『
ば
ら
ん
す
』
『
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』

な
ど
）
、
「
い
き
い
き
と
し
た
状
況
」
（
『
＜
凶
く
こ
網
2
俸
昌

『
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
』
『
び
び
ふ
あ
い
』
な
ど
）
、
「
情
報
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
（
『
海
外
女
性
情
報
』
『
さ
ん
さ
ん
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
』
な
ど
）
が
八
～
二
％
台
で
続
く
。

　
一
九
九
四
年
調
査
と
の
比
較
で
見
る
と
、
表
3
の
よ
う
に

「
地
名
＋
女
性
（
ウ
ー
マ
ン
）
」
が
大
き
く
減
じ
、
そ
の
分

「
新
し
い
動
き
・
変
化
・
未
来
」
「
い
き
い
き
と
し
た
状
況
」

な
ど
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
使
用
言
語
を
見
る
と
、
日
本
語
タ
イ
ト
ル
が
九
七
誌
に
対

　
日
本
語
以
外
は
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、

　
　
　
　
　
　
ほ
か
は
合
成
語
や
略
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
び
っ
と
（
少
し
ず
つ
）
』
『
〇
三
〇
ξ

　
（
生
命
）
』
な
ど
そ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
外

　
　
　
　
　
　
　
、
そ
れ
と
も
、
男
女
平
等
や
共
同
参
画
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て
い
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
あ
す
ば
る
ー
ん
』
（
「
明
日
」
と
、
集
ま
っ
て
一
つ
に
な
る
「
す
ば
る
」
）
『
冒
．
①
鱒
三
”
］
（
で
る
く
い
）
』
（
出
る
杭
）
な
ど
合
成
語

や
造
語
の
タ
イ
ト
ル
は
、
こ
と
ば
を
い
く
つ
か
か
け
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
ひ
と
つ
の
言
葉
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
複
合
的
な
意
味
を

持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
『
ぐ
ー
ち
ょ
き
ぱ
ー
』
『
え
す
ぽ
あ
』
『
砂
』
『
え
い
ぷ
り
る
1
0
（
て
ん
）
』
『
パ
ス
テ
ル
』
な
ど
、
誌
名
の
由
来
や
意

味
の
記
載
が
な
け
れ
ば
意
味
が
わ
か
ら
ぬ
タ
イ
ト
ル
も
多
く
、
初
め
て
手
に
と
る
人
に
は
何
の
広
報
誌
な
の
か
理
解
し
に
く
い
。
ち
な

み
に
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
は
順
に
、
「
ひ
と
つ
の
手
の
ひ
ら
が
色
ん
な
形
を
つ
く
る
よ
う
に
、
別
の
面
か
ら
み
た
ら
違
う
」
「
希
望
」

「
平
等
（
E
目
e
q
u
a
l
）
に
ち
ょ
っ
と
届
か
な
い
（
半
音
低
い
）
」
「
四
月
一
〇
日
H
女
性
週
間
」
「
男
の
色
、
女
の
色
を
超
え
た
あ

な
た
の
色
へ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
か
つ
て
の
よ
う
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
女
性
だ
け
に
絞
る
の
で
は
な
く
、
男
性
に
も
平
等
意
識
や
参

画
に
つ
い
て
の
意
識
形
成
を
う
な
が
す
情
報
誌
を
志
向
す
る
意
図
は
わ
か
る
が
、
も
し
こ
う
い
っ
た
誌
名
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
先
に

紹
介
し
た
『
ぷ
ら
～
な
』
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
息
づ
か
い
」
）
な
ど
の
よ
う
に
、
毎
号
タ
イ
ト
ル
脇
や
奥
付
に
そ
の
由
来
や
意
味

を
記
す
な
ど
し
て
、
誌
名
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。

2

女
性
広
報
誌
の
表
紙
イ
メ
ー
ジ

ω
表
紙
の
構
成

　
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
表
紙
に
は
、
そ
の
広
報
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
記
事
内
容
が
、
読
者
に
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
二
七
四
の
女
性
広
報
誌
の
表
紙
が
、
各
誌
の
理
念
や
男
女
共
同
参
画
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
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そ
れ
ら
の
提
示
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
表
紙
表
現
に
お
け
る
、
人
物
の
有
無
や
そ
れ
が
写
真
な
の
か
イ
ラ
ス
ト
な
の
か
な

ど
を
分
類
し
た
結
果
が
、
図
1
0
で
あ
る
。
内
訳
は
、
人
物
写
真
八
一
誌
、
二
九
・
六
％
、
人

物
以
外
の
写
真
四
五
誌
、
一
六
・
四
％
、
人
物
イ
ラ
ス
ト
七
九
誌
、
二
八
・
八
％
、
人
物
以

外
の
イ
ラ
ス
ト
五
六
誌
、
二
〇
・
四
％
、
そ
し
て
人
物
も
イ
ラ
ス
ト
も
な
し
の
表
紙
（
題
字

や
記
事
の
み
）
が
一
三
誌
、
四
・
八
％
と
な
っ
た
。
何
ら
か
の
人
物
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る

表
紙
は
、
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
合
わ
せ
て
六
割
近
く
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
写
真
と
イ
ラ
ス

ト
の
比
率
は
、
イ
ラ
ス
ト
が
わ
ず
か
に
多
い
が
、
ほ
ぼ
半
々
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
を
細
か
く
分
類
し
た
結
果
が
表
4
で
あ
る
。
ま
ず
、
人
物
写
真
（
八
一
誌
）
の
性

別
構
成
を
み
る
と
、
女
性
が
登
場
す
る
表
紙
は
五
二
誌
に
対
し
、
男
性
が
登
場
す
る
表
紙
は

三
一
誌
、
延
べ
登
場
人
物
は
女
性
八
四
人
、
男
性
五
二
人
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
女
性
の
登

場
が
多
い
。
そ
れ
以
外
に
性
・
年
齢
不
明
の
も
の
、

も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
内
訳
は
表
4
に
見
る
通
り
で
あ
る
。

○
○
％
と
し
て
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
図
n
の
よ
う
に
な
っ
た
。
両
性
と
も

が
女
性
よ
り
も
一
六
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
少
な
く
、

真
を
使
っ
た
八
一
誌
中
、
三
〇
誌
の
表
紙
に
見
ら
れ
た
複
数
写
真
の
寄
せ
集
め
に
は
、

写
真
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
た
も
の
や
、

　
写
真
に
よ
る
表
紙
の
う
ち
人
物
以
外
の
写
真
（
四
五
誌
）
は
、
表
4
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

写真もイラストも
　　　なし
　　4．8％

人物写真
29．6％

人物イラスト

　28．8％

人物以外の写真
一　16、4％

図10表紙の構成

　
　
　
人
物
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
が
不
可
能
な
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
場
人
数
の
女
男
別
年
代
構
成
比
率
を
女
性
一
〇
〇
％
・
男
性
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
年
」
が
多
い
が
、
男
性
で
「
中
年
」

　
「
高
齢
」
が
一
五
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
紙
が
人
物
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
会
議
や
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
催
し
の

保
育
園
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
写
し
た
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
写
真
、
人
物
な
し
の
景
色
、
地
域

ライの
ト
％

外
ス
㏄

以
　
2

物人複
数
の
写
真
を
寄
せ
集
め
た
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市
民
に
よ
る
絵
画
な
ど
の
制
作
物
、
そ
の
他
の
芸
術
作
品
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
が
図
1
2
で
あ
る
。

　
次
に
、
表
4
に
よ
り
、
人
物
イ
ラ
ス
ト
（
七
九
誌
）
の
性
別
構
成
を
見
る
と
、
女
性
が
登
場
す
る
表
紙
が
八
六
件
に
対
し
、
男
性
の

表4　表紙の構成内訳

1人物写真（81誌）

　　　　　29．6％

II人物以外の写真（45誌）

　　　　　16．4％

III人物イラスト（79誌）

　　　　　28．8％

IV人物以外のイラスト（56誌）

　　　　　20．4％

V写真もイラストもなし（13誌）

　　　　　4．8％

女　性

乳幼児

若年

中年

高齢

集団

男　性

乳幼児

若年

中年

高齢

集団

性別・年齢不明

女男混合

複数写真寄せ集め

その他

花

景色（人物なし）

市民作品（物や絵画）

その他の芸術作品

女　性

乳幼児

若年

中年

高齢

不明

男　性

乳幼児

若年

中年

高齢

不明

性別・年齢不明

女男混合

その他

花

景色（人物なし）

模様

市民作品

その他の芸術作品

題字と記事

題字のみ

目次と記事

52件　　84人
3件

18件

22件
5件

4件

3人

25人

51人
5人

31件　　52人
4件

9件

11件
7件

0件

4人

14人

23人

11人

1件 1人

4件

30件

2件

8件

12件

11件

14件

86件　　123人

19件

42件

12件
4件

9件

22人

55人

15人
5人

26人

78件　　90人

18件

32件

14件
6件

8件

21人

40人

14人
7人

8人

9件　　17人

6件

4件

11件
7件

11件
4件

23件

9件

2件

2件
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％
鴎

60．0

40．0

20．0

α0

60．7％

一一◆一女性（N84）

一一〇一男性（N52）

44．2％

29。8％　　　！ノ

ノ！26。9％
21．2％

　　　！7．7％　ノ

　　，6％
6。0％

乳幼児

図11

　　若年　　　　　　　中年

表紙登場人物（写真）の年代構成比率

高齢

　
　
％
姶

30。0

20，0

10．0

α0

31．1％

17．8％

26。7％

24。4％

花 景
色

市
民
作
品

他
芸
術
作
品

図12人物以外の表紙写真の内訳（N45）
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登
場
が
七
八
件
、
延
べ
人
数
で
見
る
と
女
性
＝
＝
二
人
、
男
性

九
〇
人
で
、
い
ず
れ
も
女
性
の
方
が
多
い
。
こ
の
人
数
を
年
代

別
の
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、
図
1
3
の
よ
う
に
「
若
年
」
を
ピ
ー
ク

に
、
ほ
ぼ
女
男
と
も
似
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ
た
。
写
真
に
比

ベ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
“
若
め
”
に
描
か
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
「
若
年
」
が
半
数
近
く
を
占
め
る
一
方
、
「
中
年
」
や
「
高

齢
」
が
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
「
乳
幼
児
」
が
二
割
前
後
見
ら

れ
る
点
が
特
徴
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
表
4
の
人
物
以
外
の
イ
ラ
ス
ト
（
五
六
誌
）
に
は
、

花
、
模
様
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
を
グ
ラ
フ
化
し

た
も
の
が
図
1
4
で
あ
る
。
さ
ら
に
表
4
の
最
下
段
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
写
真
も
イ
ラ
ス
ト
も
な
い
、
題
字
の
あ
と
に
い
き
な

り
記
事
が
は
じ
ま
る
よ
う
な
表
紙
の
広
報
誌
は
合
計
一
三
誌

（
四
・
八
％
）
あ
り
、
図
1
5
に
示
し
た
よ
う
に
、
題
字
と
記
事

で
構
成
さ
れ
た
も
の
が
九
誌
で
七
割
を
占
め
て
い
る
。

ω
　
男
女
共
同
参
画
イ
メ
ー
ジ
の
演
出

　
各
誌
の
表
紙
に
お
け
る
、
男
女
共
同
参
画
の
理
念
の
演
出
の

）
0

％
8
0

一◆一女性（N123）

一〇一男性（N90）

60ρ

　　　　　　　　44．7％

　　　　　　　　　　　　44。4％

　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

23．3％　／　　　　　　　　　　　￥
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　●　　　　　　￥156％　　　　　　　21．1％
　　　17。9％　　　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　7．8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　122％　　＼●一一一一●＆9％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．1％

0．0

不明乳幼児　　　　若年　　　　　中年　　　　　高齢

　　　図13表紙登場人物（イラスト）の年代構成比率

40．0

20．0
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ハ
リ

％
覧

40ρ

30．0

20。0

10．0

0．0

41．1％

19．6％ 19．6％

12．5％

花 景
色

模
様

市
民
作
品

他
芸
術
作
・
㎜

図14人物以外のイラスト表紙の内訳（N56）
　
　
り

％
鴎

60．0

40ρ

20．0

0。0

69。2％

15．4％ 15．4％

題
字
と
記
事

題
字
の
み

目
次
と
記
事

図15写真もイラストもなしの表紙の内訳（N13）
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し
か
た
を
、
男
女
共
同
参
画
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
「
積
極
的
提
示
型
」
の
表
紙
、
女
性
や
男
性
を
特
に
男
女
共
同
参
画
の
概

念
と
結
び
つ
け
る
こ
と
な
く
登
場
さ
せ
て
い
る
「
単
純
登
場
型
」
の
表
紙
、
女
性
と
男
性
の
既
存
の
役
割
分
業
を
踏
襲
し
た
「
従
来
役

割
型
」
の
表
紙
、
そ
し
て
「
特
に
演
出
な
し
」
の
表
紙
の
四
つ
に
類
型
化
し
た
。
そ
の
際
、
写
真
で
あ
る
か
イ
ラ
ス
ト
で
あ
る
か
な
ど

と
い
っ
た
表
現
方
法
の
違
い
は
問
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
図
1
6
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
積
極
的
提
示
型
と
言
え
る
よ
う
な
表
紙
は
八

五
誌
、
三
一
・
○
％
で
約
三
分
の
一
を
占
め
、
女
性
男
性
単
純
登
場
型
は
七
三
誌
、
二
六
・
六
％
見
ら
れ
た
。
一
方
、
男
女
共
同
参
画

の
理
念
か
ら
は
疑
問
に
思
わ
れ
る
従
来
役
割
型
と
も
言
う
べ
き
演
出
が
一
一
誌
、
四
・
○
％
見
ら
れ
た
ほ
か
、
特
に
演
出
の
な
い
表
紙

が
一
〇
五
誌
、
三
八
・
三
％
と
、
三
誌
に
一
誌
強
見
ら
れ
た
。

　
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
で
留
意
し
て
い
る
こ
と
の
第
一
位
に
「
親
し
み
や
す
さ
」
が
、
次
い
で
第
二
位
に
「
男

女
共
同
参
画
」
が
あ
げ
ら
れ
、
以
下
「
目
立
ち
や
す
さ
」
「
記
事
内
容
が
わ
か
る
こ
と
」
の
順
で
続
い
て
い
た
が
、
作
り
手
た
ち
も
、

表
紙
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
八
五
誌
あ
っ
た
「
積
極
的
提
示
型
」
表
紙
の
演
出
内
訳
を
見
る
と
（
図
1
7
）
、
最
多
は
、

女
性
の
花
火
師
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
、
建
設
現
場
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
、
野
球
の
審

判
、
ス
キ
ー
指
導
者
、
指
揮
者
、
生
徒
会
長
な
ど
を
登
場
さ
せ
た
「
女
性
が
こ
れ
ま
で
男

性
領
域
と
さ
れ
て
い
た
分
野
に
参
画
」
し
て
い
る
シ
ー
ン
（
一
四
・
一
％
〉
で
あ
っ
た
。

以
下
、
女
性
が
農
作
業
や
販
売
を
し
て
い
る
写
真
、
会
社
で
仕
事
を
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

な
ど
「
女
性
が
仕
事
」
を
し
て
い
る
シ
ー
ン
（
二
丁
九
％
）
、
地
域
セ
ミ
ナ
ー
や
共
同

参
画
都
市
宣
言
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
女
性
に
混
じ
っ
て
男
性
も
学
習
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

写
っ
て
い
る
な
ど
「
女
男
の
講
座
・
学
習
参
加
」
の
シ
ー
ン
（
一
〇
・
六
％
）
、
講
座
な

臥3L・％
特に演出なし
　38．3％

従来役割型
　4。0％

図16　表紙における男女共同参画

　　　イメージの演出
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ど
で
女
性
た
ち
が
積
極
的
に
学
習
し
て
い
る
「
女
性
の
講
座
・
学
習
参

加
」
の
シ
ー
ン
（
八
・
二
％
）
、
男
性
が
赤
ん
坊
を
抱
い
て
い
た
り
お

風
呂
に
入
れ
て
い
る
な
ど
の
「
男
性
の
育
児
参
画
」
シ
ー
ン
（
七
・
一

％
）
、
家
族
で
洗
濯
物
を
干
し
て
い
た
り
、
女
男
で
料
理
を
作
っ
て
い

る
な
ど
の
「
女
男
の
家
事
参
画
」
（
五
・
九
％
）
、
性
別
の
あ
い
ま
い
な

人
物
の
イ
ラ
ス
ト
や
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
の
男
の
子
と
黒
い
ラ
ン
ド
セ
ル

の
女
の
子
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
「
性
別
ぼ
か
し
・
入
れ
替
え
」
（
五
・
九

％
）
が
続
い
た
。
「
そ
の
他
」
の
演
出
と
し
て
は
、
つ
り
合
っ
た
天
秤

の
両
サ
イ
ド
で
女
性
と
男
性
が
座
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
、
リ
ク
ル
ー
ト

ス
ー
ツ
を
着
た
若
い
女
男
の
姿
が
新
・
均
等
法
時
代
を
髪
髭
と
さ
せ
る

写
真
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
図
1
8
で
、
「
積
極
的
提
示
型
」
の
表
紙
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
次
に
、
七
三
誌
あ
っ
た
「
単
純
登
場
型
」
表
紙
の
内
訳
を
み
る
と

（
図
1
9
）
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
「
単
に
女
男
の
カ
ッ
プ
ル
」
が
描
写
さ

れ
て
い
る
も
の
（
コ
ニ
・
五
％
）
で
、
次
に
「
単
に
女
性
の
み
」
が
描

写
さ
れ
て
い
る
も
の
（
二
三
・
三
％
）
、
「
単
に
老
若
男
女
」
が
描
写
さ

れ
て
い
る
も
の
（
二
〇
・
五
％
）
な
ど
が
続
く
。
女
性
と
男
性
が
数
の

上
で
は
公
平
に
出
て
い
た
り
、
女
性
が
大
き
く
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た

　
そ
の
他

　
女
男
の
多
様
性

　
性
別
ぼ
か
し
・
入
れ
替
え

　
女
性
現
状
マ
イ
ナ
ス
描
写

　
男
性
現
状
マ
イ
ナ
ス
描
写

　
女
男
の
講
座
・
学
習
参
画

　
女
性
の
講
座
・
学
習
参
画

　
男
性
の
講
座
・
学
習
参
画

　
女
性
の
男
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
男
性
の
女
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
女
男
の
男
領
域
へ
の
参
画

　
女
男
の
女
領
域
へ
の
参
画

　
女
性
の
男
領
域
へ
の
参
画

　
女
性
が
仕
事

　
男
性
の
女
領
域
へ
の
参
画

　
女
男
の
役
割
入
れ
替
え

　
女
男
の
家
事
参
画

　
女
男
の
介
護
参
画

　
女
男
の
育
児
参
画

　
男
性
の
家
事
参
画

　
男
性
の
介
護
参
画

　
男
性
の
育
児
参
画

揚

）
O

％
5

（
　
－

10．0

5．0

0．0

図17積極的提示型の演出内訳（重複カウント・N85）
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り
、
女
男
が
手
を
取
り
合
っ
て

い
る
抽
象
的
な
イ
ラ
ス
ト
な

ど
、
「
男
女
平
等
」
や
「
女
性
」

を
あ
ら
わ
そ
う
と
の
意
向
だ
ろ

う
が
、
や
や
工
夫
や
イ
ン
パ
ク

ト
に
欠
け
る
表
紙
づ
く
り
と
の

印
象
が
あ
る
。

　
一
一
誌
に
見
ら
れ
た
「
従
来

役
割
型
」
の
表
紙
で
は
（
図

20

）
、
男
性
が
地
図
を
見
て
道

を
調
べ
て
い
た
り
、
上
司
と
お

ぼ
し
き
男
性
が
女
性
と
男
性
の

部
下
に
何
か
を
語
っ
て
い
る
よ

う
な
「
男
性
が
仕
事
」
を
し
て

い
る
シ
ー
ン
（
六
三
・
六
％
）
、

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
い
る
若
い

母
親
に
見
ら
れ
る
「
女
性
が
育

児
を
し
て
い
る
も
の
」
（
三

16．4％

23．3％

31．5％

4．1％4．1％
0、0％

20．5％

そ
の
他

単
に
女
性
の
み

女
性
が
講
座
・

学
習
に
参
加

単
に
両
親
と
子

（％）

40．0

30。0

20．0

10，0

　0．0

単
に
男
親
と
子

単
に
女
男
の
カ
ッ
ブ
ル

単
に
老
若
男
女

図19単純登場型の演出内訳（N73）

63．6％

0，0％

o

0．0％0．0％

そ
の
他
性
別

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

男
性
が
仕
事

60．0

40．0

20．0

　0．0

女
性
が
家
事

女
性
が
介
護

女
性
が
育
児

⑫の

㎜

図20従来役割型の演出内訳（N11
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六
・
四
％
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
何
の
吟
味
も
な
し
に
女
男
を
赤
と

青
で
色
分
け
し
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
表
紙
も
見
ら
れ
た
。
男
女
共
同
参
画
を
指
向

し
、
啓
発
す
る
役
割
を
担
う
女
性
広
報
誌
の
〃
顔
〃
で
あ
る
表
紙
に
、
こ
う
い

っ
た
従
来
の
性
別
役
割
分
業
を
踏
襲
す
る
よ
う
な
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
、
色
を
用

い
る
こ
と
は
、
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
一
〇
五
誌
と
、
決
し
て
少
な
く
な
い
数
で
あ
る
「
特
に
男
女
共
同
参
画
の
演

出
な
し
」
の
表
紙
に
つ
い
て
は
（
図
21
）
、
「
人
物
以
外
の
イ
ラ
ス
ト
」
（
五

〇
・
五
％
）
、
「
人
物
以
外
の
写
真
や
絵
画
」
（
三
五
・
二
％
）
が
そ
の
内
訳
の

主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
イ
ラ
ス
ト
に
せ
よ
写
真
に
せ
よ
、
人
物
描
写
は
身
体
的
特
徴
、
役
割
、
色
使

い
な
ど
の
点
で
ど
う
し
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
表
出
さ
れ
が
ち
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
と
ら
わ
れ
な
い
表
現
が
難
し
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
花
や
模

様
、
景
色
写
真
や
絵
画
、
ま
た
動
物
な
ど
を
使
う
方
が
”
無
難
”
で
は
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
花
や
模
様
の
表
紙
は
「
女
性
っ
ぽ
い
」
演
出
と
と
ら

れ
か
ね
な
い
。
動
物
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
象
徴
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
平
均
八
ぺ

ー
ジ
強
し
か
な
い
女
性
広
報
誌
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
の
一
ぺ
ー
ジ
を
占
め
る

表
紙
は
大
切
な
情
報
で
あ
る
。
誌
名
タ
イ
ト
ル
が
『
お
る
ご
～
る
』
や

冒
O
Z
＝
国
d
盈
の
よ
う
に
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
男
女
平
等
・
共
同
参
画
の
メ

50。5％

11．4％

2。9％

352％

⑫の

㎜

40．0

20．0

10．0

0．0

そ
の
他

写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な
し

人
物
以
外
イ
ラ
ス
ト

人
物
以
外
写
真
・
絵
画

図21特に男女共同参画の演出なしの内訳（N105）
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ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
れ
な
い
も
の
の
場
合
に
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
演
出
を
工
夫
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
全
部
で
一
五
誌
の
表
紙
に
見
ら
れ
た
市
民
作
品
に
つ
い
て
だ
が
、
ど
の
自
治
体
も
特
に
女
性
の
作
品

を
積
極
的
に
載
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
よ
う
だ
。
写
真
、
絵
画
、
陶
芸
、
染
め
物
な
ど
、
地
元
の
女
性
の
制
作
者
た
ち
を
開
拓
し
、

積
極
的
に
起
用
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
地
域
性
」
や
「
親
し
み
や
す
さ
」
を
出
す
た
め
に
有
効
な
手
法
で
は

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
情
報
提
供
誌
の
表
紙
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
さ
ら

に
一
歩
進
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
像
・
男
性
像
を
打
ち
破
る
よ
う
な
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
等
の
芸
術
作
品
が
市
民
に
よ
っ
て
創
造
さ

れ
、
そ
れ
が
表
紙
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
手
だ
て
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

㈹
　
地
域
特
性
の
演
出

　
表
紙
で
地
域
の
特
性
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
広
報
誌
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、
図
2
2
に
掲
げ
た
よ
う

に
、
「
地
域
特
性
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
」
表
紙
は
一

二
〇
誌
、
一
〇
・
九
％
見
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
祭
り
や
地
域
の
文
化
財
、
地
域
の
特
産
品
、
農
業
風
景
、
そ
の
土

地
の
景
勝
、
ま
た
女
性
セ
ン
タ
ー
の
様
子
な
ど
を
写
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

山
形
だ
か
ら
山
形
新
幹
線
、
山
梨
だ
か
ら
ぶ
ど
う
園
、
茅
ヶ
崎
だ
か
ら
海
辺
、
と
い
っ
た

表
紙
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
手
に
取
り
や
す
さ
」
「
親
し
み
や
す
さ
」
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
「
女
性
広
報
誌
」
の
内
実
を
「
見
た
だ
け
で
」
理
解
さ
せ
る
た
め
に

は
や
や
難
点
が
あ
る
。
地
域
性
と
男
女
共
同
参
画
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
表
現
が
、
も
っ
と
工

してい、

10．9％

図22　表紙で地域特性を伝え

ようとしているか (N274）



夫
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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⑥
　
男
性
へ
の
働
き
か
け
と
読
者
へ
の
呼
び
か
け

　
表
紙
上
で
、
男
性
の
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
よ
う
と
企
図
し
て
い
る
広
報
誌
が
ど
れ

く
ら
い
見
ら
れ
る
か
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
結
果
が
図
2
3
で
あ
る
。
「
男
性
へ
の
働
き
か
け
あ
り
」

と
み
な
さ
れ
る
表
紙
は
四
八
誌
、
一
七
・
五
％
あ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
先
の
「
積
極
的
提
示
型
」
の
内
容
と
も
多
少
重
な
る
が
、
男
性
の
育
児
、

介
護
、
料
理
の
シ
ー
ン
が
載
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
男
性
の
保
育
士
、
女
子
大
か
ら
共
学
に
な
っ
た
大
学
の
男
子
一
期
生
な

ど
が
登
場
す
る
も
の
、
中
年
の
男
性
が
メ
ン
ツ
（
面
子
）
、
ス
ト
レ
ス
、
ロ
ー
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
重
荷
を
背
負
っ
て
い
る
マ
ン
ガ

表
現
な
ど
も
見
ら
れ
た
。
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
た
男
性
が
フ
キ
ダ
シ
で
「
仕
事
だ
け
で
人
生
終
わ
っ
て
も
い
い
の
か
な
あ
、
定
年
後
ど

う
過
ご
し
た
ら
い
い
の
か
な
あ
」
と
言
っ
て
い
た
り
、
題
字
脇
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
や
特
集
記
事
の
文
言
で
男
性
に
呼
び
か
け
る
も
の
も

あ
る
な
ど
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様
な
表
現
方
法
や
内
容
が
見
ら
れ
た
。
男
性
に
読
ん
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
配
布
場
所
も
大
き
く
関
係
す
る
だ
ろ
う
が
、
男
女
平
等
や
共
同
参
画
に
男
性
も
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
う

い
っ
た
表
紙
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
八
六
％
の
担
当
者
が
、
男
性
の
読
者
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　
次
に
、
記
事
内
や
添
付
は
が
き
な
ど
、
読
者
に
対
し
て
感
想
や
投
稿
を
呼
び
か
け
る
情
報
や
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
図
2
4
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
一
八
誌
、
四
三
・
一
％
の
広
報
誌
に
何
ら
か
の
読
者
意
見
の
聴
取
方
法
が
存
在

し
て
い
た
。
一
方
、
特
に
そ
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
広
報
誌
は
一
五
六
誌
、
五
六
・
九
％
で
あ
っ
た
。

図23　表紙での男性への
働きかけ
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読
者
へ
の
呼
び
か
け
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
最
終
ぺ
ー
ジ
の
奥
付

な
ど
の
誌
面
上
で
意
見
や
感
想
を
寄
せ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
、
広
報

誌
全
体
の
二
九
・
六
％
、
八
一
誌
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
他
に
は
、
読
者
コ

ー
ナ
ー
で
の
投
稿
の
受
付
、
返
信
は
が
き
の
差
し
込
み
、
は
が
き
の
印

刷
、
編
集
担
当
部
署
に
意
見
や
感
想
を
送
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

e
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
の
記
載
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
た
と
え
ば
『
藍
の
女
性
』
（
徳
島
県
）
は
、
「
ア

ン
ケ
ー
ト
カ
ー
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
料
金
受
取
人
払
い
の
は
が
き
を

ぺ
ー
ジ
中
に
印
刷
し
、
宛
先
が
書
か
れ
た
表
面
で
は
、
当
誌
の
入
手
経

路
を
た
ず
ね
、
裏
面
で
は
県
女
性
政
策
室
実
施
事
業
へ
の
参
加
経
験
の

有
無
や
参
加
事
業
名
、
今
後
の
事
業
へ
の
要
望
な
ど
を
た
ず
ね
、
読
者

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
も
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
印
刷
は

が
き
の
隣
に
は
、
前
号
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
六
人
分
掲
載
さ

れ
て
い
て
、
返
信
し
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
先
の
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
回
答
者
の
三
五
・
三
％
が
何
ら
か

の
読
者
か
ら
の
意
見
を
反
映
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
し
て
お
り
、

そ
の
内
訳
は
、
読
者
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
三
九
・
七

％
、
は
が
き
の
差
し
込
み
が
二
八
・
八
％
、
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

56．9％

29．6％

5．1％7．3％

3．3％
o

3。3％

な
し

e
メ
ー
ル

そ
の
他
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）

読
者
コ
ー
ナ
ー

誌
面
で
の
呼
び
か
け

は
が
き
印
刷

は
が
き
差
込

（％）

60．0

50．0

40．0

30．0

20．0

10．0

0．0

図24読者からの意見聴取の方法（重複カウント）



し
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
九
・
二
％
で
、
そ
の
他
に
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
e
メ
ー
ル
等
で
意
見
募
集
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
た
。

　
読
者
へ
の
働
き
か
け
を
試
み
て
も
、
現
実
に
は
な
か
な
か
反
応
が
な
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
だ
が
、
読
者
と
の
相
互
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
も
、
そ
し
て
今
後
の
女
性
政
策
を
め
ぐ
る
市
民
と
の
協
働
作
業
の
た
め
に
も
、
こ
う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り

や
呼
び
か
け
を
一
層
工
夫
す
る
こ
と
が
、
大
切
で
あ
ろ
う
。
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1

V
　
女
性
広
報
誌
の
記
事
分
野

誌
面
内
容
の
分
野
別
傾
向

ω
　
分
野
分
類
に
よ
る
内
容
分
析
の
方
法

　
こ
れ
ま
で
は
、
女
性
広
報
誌
の
表
紙
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
見
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
広
報
誌
の
本
文
の
情
報
は
、

ど
の
よ
う
な
分
野
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
収
集
し
た
女
性
広
報
誌
の
一
九
九
九
年
度
最
新
号
、
す
な
わ
ち
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
最
新
号
全
二
七
四
誌
に
つ
い

て
、
一
誌
ご
と
に
、
量
的
な
内
容
分
析
を
ほ
ど
こ
し
た
。
具
体
的
に
は
、
表
紙
か
ら
最
終
ぺ
ー
ジ
ま
で
を
、
文
章
、
イ
ラ
ス
ト
、
写

真
、
表
、
グ
ラ
フ
等
の
形
式
に
か
か
わ
り
な
く
内
容
で
判
断
し
、
同
一
の
分
類
基
準
で
四
五
分
野
に
分
類
し
た
。
分
類
に
あ
た
っ
て
は

○
・
一
ぺ
ー
ジ
単
位
で
誌
面
の
分
野
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
一
誌
あ
た
り
の
総
ぺ
ー
ジ
を
一
〇
〇
％
と
し
た
各
分
野
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を

算
出
し
た
（
本
論
m
2
「
女
性
広
報
誌
の
分
析
方
法
」
お
よ
び
本
論
末
尾
の
【
付
録
】
「
女
性
広
報
誌
誌
面
分
析
表
」
参
照
）
。
総
ぺ
ー
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ジ
数
は
、
二
七
四
誌
全
体
で
二
四
四
〇
ぺ
ー
ジ
に
達
し
た
。

　
こ
の
手
法
は
、
コ
ン
テ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
内
容
分
析
法
で
、
あ
ら
か
じ
め
情
報
内
容
の
分
野
分

類
を
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
お
き
、
各
分
野
が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
、
た
と
え
ば
新
聞
の
場
合
は
面
積
や
段
数
、
雑
誌

の
場
合
は
ぺ
ー
ジ
量
、
テ
レ
ビ
の
場
合
は
放
映
時
間
（
秒
数
）
な
ど
を
数
え
、
結
果
を
絶
対
数
や
百
分
比
な
ど
で
あ
ら
わ
す
。
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
表
示
は
、
総
時
間
数
や
ぺ
ー
ジ
量
が
異
な
る
サ
ン
プ
ル
同
士
を
相
対
比
較
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、

日
時
な
ど
の
条
件
を
統
制
し
た
り
、
代
表
性
の
あ
る
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
回
の
場
合
は
、
一
九
九

九
年
度
の
最
新
号
と
い
う
条
件
で
収
集
し
た
全
誌
を
比
較
し
た
。

②
　
誌
面
分
野
の
全
般
的
傾
向

　
図
2
5
は
、
調
査
し
た
二
七
四
誌
の
誌
面
分
野
の
比
率
を
一
誌
ご
と
に
算
出
し
て
、
全
誌
分
足
し
あ
げ
、
そ
れ
を
二
七
四
で
割
っ
て
誌

面
分
野
比
率
の
平
均
値
を
算
出
し
、
棒
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
分
野
の
棒
グ
ラ
フ
の
高
さ
が
、
誌
面
内
容
の
ぺ
ー
ジ
量
比

率
を
あ
ら
わ
し
、
値
を
全
て
足
す
と
一
〇
〇
％
と
な
る
。

　
内
訳
は
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
一
一
・
八
％
を
最
多
に
、
「
表
紙
・
題
字
」
の
一
〇
・
六
％
、
「
女
性
と
労
働
」

六
・
八
％
、
「
施
設
案
内
」
五
・
二
％
、
「
催
し
物
案
内
」
五
・
一
％
、
「
日
本
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
五
・
○
％
、
「
育
児
・

子
ど
も
の
教
育
」
五
・
○
％
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
四
・
一
％
、
「
女
性
と
暴
力
」
三
・
九
％
、
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
」
三
・
三
％
、
「
高

齢
社
会
・
介
護
」
三
・
一
％
、
「
女
性
の
生
き
方
」
三
・
一
％
、
「
事
業
報
告
」
三
・
○
％
、
な
ど
が
続
い
た
。

　
以
上
の
結
果
か
ら
、
ま
ず
見
て
と
れ
る
の
は
、
地
域
の
女
性
政
策
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
に
最
大
の
編
集
関
心
が
払

わ
れ
て
お
り
、
一
番
多
い
誌
面
分
量
が
さ
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
八
ぺ
ー
ジ
の
も
の
の
場
合
、
そ
の
中
の
一
ぺ
ー
ジ
近
く
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が
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
の
記
事
に
費
や
さ
れ
て
い
る
計
算
と
な
る
。
地
域
の
広
報
誌
で
あ
る
と
い
う
女
性
広
報
誌
の
性

格
を
濃
く
反
映
し
た
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
そ
れ
以
外
で
は
、
労
働
、
国
の
政
策
、
育
児
・
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
暴
力
、
高
齢
社
会
、
女
性
の
生
き
方
な
ど
が
上
位
に
あ
が
っ

て
地
域
の
女
性
政
策
と
と
も
に
”
定
番
”
記
事
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
施
設
の
案
内
、
女
性
講
座
・
講
演
な
ど
の
催
事
情
報
、
本
・
ビ

デ
オ
の
紹
介
、
事
業
報
告
な
ど
、
”
情
報
”
関
連
記
事
も
少
な
か
ら
ぬ
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
「
年
金
・
税
制
」
「
人
権
」
「
女
性
と
開
発
」
「
女
性
と
平
和
」
「
法
律
」
「
調
査
・
統
計
」
な
ど
の
分
野
が
誌
面
に
占
め

る
比
率
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
年
金
や
税
制
、
人
権
や
法
律
な
ど
へ
の
社
会
的
な
関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
、
こ

れ
ら
は
今
後
情
報
量
が
増
え
て
行
く
分
野
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
調
査
・
統
計
」
が
少
な
か
っ
た
の
は
、
男
女
平
等
意

識
調
査
な
ど
調
査
・
統
計
の
具
体
的
な
テ
ー
マ
が
明
確
な
場
合
、
当
該
の
分
野
に
分
類
し
た
こ
と
に
よ
る
。

⑥
　
発
行
主
体
別
に
見
る
誌
面
分
野
の
傾
向

　
図
2
6
は
、
女
性
政
策
担
当
部
署
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
女
性
広
報
誌
一
五
九
誌
、
女
性
セ
ン
タ
ー
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
女
性
広
報

誌
一
一
五
誌
、
そ
れ
ぞ
れ
の
誌
面
内
容
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
女
性
政
策
担
当
部
署
お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
女
性
広
報
誌
に
お
い
て
、
と
も
に
上
位
二
位
ま
で
を
占
め
て
い
る
の
は
、

「
表
紙
の
題
字
」
と
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
上
位
分
野
は
、
女
性
政
策

担
当
部
署
発
行
の
広
報
誌
で
は
、
「
女
性
と
労
働
」
（
七
・
七
％
）
、
「
育
児
・
子
ど
も
の
教
育
」
（
六
・
四
％
）
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
五
・

六
％
）
、
「
女
性
と
暴
力
」
（
四
・
一
％
）
、
「
生
活
・
く
ら
し
」
（
二
・
九
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー
発
行
の

広
報
誌
で
は
、
「
催
し
物
案
内
」
（
九
・
四
％
）
、
「
施
設
案
内
」
（
八
・
四
％
）
、
「
女
性
と
労
働
」
（
五
・
六
％
）
、
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
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介
」
（
五
・
○
％
）
、
「
事
業
報
告
」
（
四
・
四
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
発
行
主
体
の
違

い
に
よ
り
誌
面
内
容
分
野
に
違
い
が
出
て
お
り
、
女

性
政
策
担
当
部
署
発
行
の
広
報
誌
で
は
、
広
く
「
女

性
問
題
」
全
般
が
議
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
そ
れ
は
「
情
報
性
」
に

か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

㈲
　
地
域
ブ
q
ッ
ク
別
に
見
る
誌
面
分
野
の
傾
向

　
表
5
は
、
発
行
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
た
誌
面
内

容
の
平
均
で
あ
る
。
数
値
の
詳
細
を
見
る
た
め
、
ま

た
比
較
の
し
や
す
さ
の
た
め
に
、
こ
こ
で
は
グ
ラ
フ

に
せ
ず
一
覧
表
の
形
に
し
た
。

　
ま
ず
、
全
体
平
均
で
は
一
位
で
あ
っ
た
「
地
域
の

女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
に
は
、
地
域
差
が
見

ら
れ
、
北
海
道
で
二
五
・
四
％
、
次
い
で
東
北
で
二

二
二
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
関
東
と
東
京

（単位：％）

合

計
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き
方
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シ
ュ
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ハ
ラ
ス
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読
者
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…
ナ
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裏
表
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目
次
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が
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催
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介
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は
一
〇
％
前
後
と
ほ
ぼ
平
均
並
み
、
一
方
、
近
畿
と

中
国
で
は
そ
れ
ぞ
れ
四
・
一
％
、
六
・
五
％
と
か
な

り
低
い
。
概
し
て
地
域
の
女
性
政
策
に
関
し
て
は
、

東
高
西
低
の
掲
載
率
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
次

に
、
二
番
目
に
多
か
っ
た
「
女
性
と
労
働
」
は
、
国

の
一
六
・
七
％
を
筆
頭
に
中
国
で
ニ
ニ
・
○
％
、
四

国
で
一
〇
・
二
％
、
ま
た
九
州
・
沖
縄
で
九
・
四
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
域
女
性
政
策
と
は
逆
に
西
高
東

低
と
な
っ
て
い
る
。
「
日
本
の
女
性
政
策
・
男
女
共

同
参
画
」
に
関
し
て
は
、
国
が
第
一
位
で
、
一
一
・

四
％
を
占
め
る
ほ
か
、
四
国
の
八
・
七
％
、
東
京
の

七
・
一
％
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
「
施
設
案
内
」
で
国
が
、
「
催
し

物
案
内
」
で
北
陸
・
中
部
が
、
「
育
児
・
子
ど
も
の

教
育
」
で
関
東
が
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
近
畿
が
、

「
女
性
と
暴
力
」
で
四
国
が
、
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹

介
」
で
中
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
掲

載
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
お
の
お
の
の
地
域
性
が

表5　地域ブロック別の誌面分野比率の平均（アミかけは分野ごとにみた各地域の最高値）

育
児
・
子
ど
も
の
教
育

少
子
化

高
齢
社
会
・
介
護

地
域
文
化

女
性
と
平
和

女
性
と
開
発

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
…
ツ

メ
デ
ィ
ア

生
活
・
く
ら
し

国
際
交
流

家
族

性
・
健
康

女
性
と
暴
力

人
権

女
性
と
教
育
・
学
習

環
境

年
金
・
税
制

女
性
と
政
治

世
界
の
動
き

地
域
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画

日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画

表
紙
・
題
字

0．8

婆．1

1．8

磯
淫．7

3．2

6．2

H
”
“

B
ぴ
ゅ

5．0

0．ヱ

0。4

0．5

0．8

0．王

騰
0．0

0．0

0．5

ω
㈹
B

3．0

3．0

2．3

3．6

5．2

1。2

醸
3．1

舗
㈹
爲

0．9

0。5

王。6

0。7

王．三

1．三

鵬
1．0

0．0

0．0

0．0

“ゆ

咀
餉
輔
㈱
鋪
㈱
0．1

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

0．0

醸
0．0

王．8

0．0

0．1

0．7

王．O

i，8

騨
0．0

0．7

0．6

王．0

鋪
灘
騒
U
ω
ω
％
0．0

0．8

0．2

王．1

”
舗

1．6

2．0

織
1．3

2．7

0，8

1，3

2。8

2、1

6，2

鑛
王．9

0．7

0．8

1．2

1．2

3，8

0．6

王．2

王．4

0．0

0。5

購
3．玉

2．6

2。2

0．0

脇
㈹
ω

0．9

鰯
1。3

1。9

1。9

1．2

2．6

麗
脳
％

0。8

5。9

4．4

環
ね
U
銘
㈹
灘
脇

㈹
㈹
㈹

1．92．03．9

0．玉

0．王

0．8

0。2

0．0

0．3

㈱
0．3

鱗
0．0

1．4

1．0

0、5

1。6

1．1

0．3

0。0

0．2

0．9

砿の

位ゆ

0．9

0、0

0．1

蝋
蠣
0。0

0、0

0。3

0．5

0。0

繍
0．0

0。0

0．0

0．5

0．0

0．0

0．0

0．0

0．2

嫌
0．2

0．0

2・．0

0．7

1．2

0．9

U
伽
㈹

％
甑
ゆ
％

0．6

3．0

2．0

0．4

0．6

4．4

3、2

鰭
2．2

5．6

灘
22．玉

11。9

9．4

15。0

違．王

6．5

王8．0

17．2

11．8

灘
王．8

王．1

5．1

7．1

4。1

4．0

2．婆

8．7

5．2

5．0

8．8

王0。5

灘
圭1．7

9。5

三〇．0

王1。1

王1．3

i1．3

9．4

io．6

国平均

北海道平均

東北平均

関東平均

東京平均

北陸・中部平均

近畿平均

中国平均

四国平均

九州・沖縄平均

全体平均



72國學院法學第42巻第4号（2005）

う
か
が
え
る
。

㈲
　
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
サ
ン
プ
ル
誌
に
見
る
誌
面
分
野
の
傾
向

　
次
に
、
個
別
の
女
性
広
報
誌
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
誌
面
構
成

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
に
、
国
、
北

海
道
、
東
北
、
関
東
、
東
京
、
北
陸
・
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
四

国
、
九
州
・
沖
縄
の
一
〇
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
広
報
誌
を
各
一
誌

ず
つ
選
び
、
そ
れ
ら
の
誌
面
内
容
分
野
を
棒
グ
ラ
フ
化
し
た
図
を
用

い
な
が
ら
、
個
別
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
通
常
こ
う
い
っ
た

場
合
は
、
た
と
え
ば
発
行
部
数
の
多
さ
や
創
刊
年
の
古
さ
、
閲
読
率

の
高
さ
な
ど
の
規
準
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
、
最
も
代
表
性
が
あ
る
と

さ
れ
る
広
報
誌
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
そ
う
い

っ
た
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
最
も
号
数
を

重
ね
て
い
た
女
性
広
報
誌
を
一
誌
ず
つ
選
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　
図
2
7
か
ら
図
36
ま
で
は
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
サ
ン
プ
ル
誌

の
誌
面
を
四
五
の
分
野
に
分
類
し
た
各
分
野
の
ぺ
ー
ジ
量
を
一
〇
〇

分
比
で
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
D
　
『
え
が
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図27　「えがりて」130号（総理府男女共同参画室）（8ぺ一ジ）
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図
2
7
の
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
が
発
行
す
る
『
え
が
り
て
』

は
、
当
該
号
が
一
三
〇
号
を
数
え
、
総
ぺ
ー
ジ
数
は
八
ぺ
ー
ジ
で
あ

る
。
誌
名
の
語
源
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
「
平
等
」
の
意
味
で
あ
り
、

全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
外
国
語
等
の
女
性
広
報
誌
名
の
典

型
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
多
の
情
報
は
「
日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
に
関
す
る
も

の
で
、
二
七
・
五
％
が
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
、
男

女
共
同
参
画
審
議
会
総
会
で
挨
拶
す
る
当
時
の
青
木
幹
雄
・
男
女
共

同
参
画
担
当
大
臣
が
写
っ
て
い
る
（
そ
の
隣
に
は
岩
男
寿
美
子
・
男

女
共
同
参
画
審
議
会
会
長
が
写
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
名

前
は
な
い
）
。
記
事
内
容
は
、
「
日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が

二
七
・
五
％
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
の
活
動
状
況
を
知
ら
せ
る
も
の
と
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
男
女
共

同
参
画
推
進
関
係
予
算
額
（
案
）
の
概
要
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

予
算
額
（
案
）
は
八
兆
三
二
三
四
億
四
〇
五
四
万
円
で
あ
っ
た
。
次
い

で
「
地
域
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が
一
六
・
九
％
あ
り
、
熊
本

県
の
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
長
崎
県
の
新
世
紀
創
造
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
神
戸
市
の
男
女
共
同
参
画
を
め
ざ
す
市
民
の
つ
ど
い
二
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○
○
○
な
ど
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
の
記
事
や
、
女
性
で
は
初
め

て
の
知
事
と
な
っ
た
大
阪
府
の
太
田
房
江
知
事
を
紹
介
す
る
記
事
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
え
が
り
て
』
は
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
も
、
二
〇
七
人
中
最
も
多
い
九
二
人
に
「
よ
く
読
む
女

性
広
報
誌
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
号
を
見
る
限
り
、

中
央
の
事
業
の
内
容
と
地
方
の
イ
ベ
ン
ト
動
向
に
つ
い
て
は
よ
く
わ

か
る
の
だ
が
、
男
女
共
同
参
画
に
関
連
す
る
法
律
・
制
度
や
そ
の
時

点
で
の
論
点
な
ど
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
議
論
す
る
た
め
の
材
料
と

す
る
に
は
や
や
物
足
り
な
い
感
が
あ
る
。

　
　
助
　
『
さ
っ
ぽ
ろ
ウ
ィ
ン
グ
』
（
北
海
道
　
札
幌
市
）

　
図
2
8
の
札
幌
市
女
性
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
『
さ
っ
ぽ
ろ
ウ
ィ
ン

グ
』
は
、
判
型
を
A
4
判
の
縦
半
分
に
分
類
し
た
が
、
実
は
そ
れ
よ

り
も
縦
の
長
さ
が
詰
ま
り
ぎ
み
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
通
巻
で
七
三
号

を
数
え
、
総
ぺ
ー
ジ
数
は
二
八
ぺ
ー
ジ
を
誇
っ
て
い
る
。
特
集
と
し

て
、
前
年
に
行
わ
れ
た
講
座
「
土
曜
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
サ
ロ
ン
」
の
テ

ー
マ
「
家
事
と
育
児
が
両
立
す
る
社
会
を
目
指
し
て
」
が
、
表
紙
に

謳
わ
れ
て
い
る
。
図
2
8
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
多
く
の
ぺ

ー
ジ
が
さ
か
れ
た
分
野
は
「
国
際
交
流
」
で
三
五
・
七
％
を
占
め
、
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こ
れ
は
他
誌
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
昨
年
三
回
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
た
「
異
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
模
様
を
記
事
化
し
た
も

の
で
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
米
、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ロ
シ
ア
な
ど
多
彩
な
人
た
ち
が
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
子
育
て
事

情
」
「
高
齢
社
会
の
暮
ら
し
方
」
「
家
族
の
か
た
ち
」
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
内
容
で
あ
る
。
次
い
で
、
主
と
し
て
特
集
記
事
が
こ
こ
に

分
類
さ
れ
た
「
育
児
・
子
ど
も
の
教
育
」
と
「
女
性
と
労
働
」
が
そ

れ
ぞ
れ
一
九
・
六
％
、
一
六
・
一
％
を
占
め
、
育
児
休
業
給
付
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
ふ
れ
て
い
る
ほ
か
、
札
幌
市
の
女
男
別
家
事
実
施

状
況
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
り
、
こ
れ
か
ら
再
就
職
を
し
よ
う
と

い
う
人
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
全
般
に
、

小
判
な
が
ら
、
掲
載
ぺ
ー
ジ
の
多
さ
も
あ
っ
て
、
読
み
応
え
の
あ
る

冊
子
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
の
　
『
あ
の
・
な
は
ん
』
（
東
北
　
盛
岡
市
）

　
図
2
9
の
盛
岡
市
企
画
部
青
少
年
女
性
課
が
発
行
す
る
『
あ
の
・
な

は
ん
』
は
、
岩
手
弁
で
「
あ
の
ね
え
」
の
意
味
で
、
総
ぺ
ー
ジ
数
は

八
ぺ
ー
ジ
。
四
九
号
と
、
東
北
地
方
で
は
最
も
号
数
を
重
ね
て
い

る
。
「
女
性
の
生
き
方
」
二
五
・
○
％
、
「
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と
暴
力
」
二
三
・
八
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％
が
主
た
る
誌
面
分
野
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
座
談
会
「
2
1
世
紀
へ

の
序
奏
　
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
う
地
域
女
性
た
ち
の

人
生
の
転
機
に
つ
い
て
の
記
事
か
ら
な
り
、
後
者
は
「
い
き
い
き
と

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
～
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
か
ら
～
」

と
い
う
見
出
し
の
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
以
下
D

V
）
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。
座
談
会
は
、
「
い
の
ち
の
電
話
」

の
相
談
員
を
始
め
て
か
ら
福
祉
の
勉
強
の
た
め
に
大
学
に
三
八
歳
で

入
り
な
お
し
た
人
、
四
四
歳
で
乳
が
ん
の
告
知
を
受
け
て
乳
が
ん
患

者
の
自
助
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
た
人
な
ど
が
登
場
し
、
人
生
の
転

機
に
関
す
る
読
み
ご
た
え
の
あ
る
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
D

V
記
事
に
関
し
て
も
、
事
例
を
あ
げ
、
D
V
の
内
容
、
D
V
の
サ
イ

ク
ル
を
解
説
し
、
県
の
婦
人
相
談
所
、
警
察
署
の
電
話
番
号
を
載
せ

る
な
ど
、
実
際
に
利
用
可
能
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

誌
面
づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
の
　
『
ハ
あ
モ
ニ
い
』
（
関
東
　
厚
木
市
）

　
図
3
0
の
厚
木
市
市
民
部
女
性
政
策
課
の
出
す
『
ハ
あ
モ
ニ
い
』

は
、
六
一
誌
も
の
女
性
広
報
誌
が
出
て
い
る
関
東
地
区
の
中
で
も
通

巻
一
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〇
号
と
最
も
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の
長
い
広
報
誌
で
あ
り
、
全
国
的
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て
も
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号
数
の
多
い
部
類
に
属
す
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
女
（
ひ
と
）
と

男
（
ひ
と
）
の
ス
マ
イ
ル
情
報
源
」
と
あ
る
八
ぺ
ー
ジ
の
こ
の
冊
子

の
誌
面
分
野
は
、
湘
南
神
奈
川
中
央
交
通
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
働

く
地
域
女
性
を
紹
介
し
た
「
女
性
の
生
き
方
」
が
二
五
・
○
％
で
第

一
位
を
占
め
、
第
二
位
に
は
、
女
性
政
策
課
主
催
の
「
旅
行
取
扱
主

任
資
格
講
座
」
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
「
高
齢
者
介
護
講
座
」
「
話
し
方

講
座
」
「
心
理
学
講
座
」
な
ど
を
含
む
、
こ
の
年
度
の
「
催
し
物
案

内
」
一
六
・
三
％
が
く
る
。

　
　
㊦
　
『
中
野
の
女
性
』
（
東
京
　
中
野
区
）

　
図
31
に
掲
げ
た
東
京
の
中
野
区
地
域
セ
ン
タ
ー
部
女
性
・
青
少
年

課
が
発
行
す
る
『
中
野
の
女
性
』
は
、
七
四
号
、
一
二
ぺ
ー
ジ
で
、

「
地
域
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が
五
〇
・
○
％
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
第
二
次
中
野
区
女
性
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
論

点
整
理
に
関
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
主
で
、
基
本
理
念
と
基

本
課
題
の
概
要
、
意
見
交
換
会
の
日
程
の
ほ
か
、
中
野
区
の
地
域
団

体
会
長
の
女
男
比
デ
ー
タ
、
中
野
区
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
の
談
話
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
　
㊦
　
『
漣
（
さ
ざ
な
み
）
』
（
北
陸
・
中
部
　
愛
知
県
）
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図
32
は
愛
知
県
の
女
性
勤
労
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
i
発
行
の
『
漣

（
さ
ざ
な
み
）
』
で
、
旧
『
婦
人
労
働
だ
よ
り
』
か
ら
数
え
る
と
、
北

陸
・
中
部
地
域
ト
ッ
プ
の
通
算
七
六
号
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
革
に

よ
る
事
業
見
直
し
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー
を
閉
館
す
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
号
が
終
刊
号
と
な
っ
た
。
八
ぺ
ー
ジ
の
誌
面
の
う
ち
、
「
地
域

の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が
半
数
近
い
四
三
・
八
％
を
占
め
、
次

い
で
多
か
っ
た
の
が
「
事
業
報
告
」
の
二
五
・
○
％
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
二
つ
の
分
野
の
記
事
は
み
な
女
性
勤
労
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
振

り
返
る
特
集
と
関
連
し
て
い
る
が
、
前
の
所
長
や
講
師
と
し
て
か
か

わ
っ
た
人
た
ち
の
寄
稿
文
や
事
業
年
表
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
同

セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
、
愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ル
あ
い

ち
）
の
女
性
勤
労
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
へ
と
移
行
し
た
。

　
　
の
　
『
フ
レ
ス
ー
ル
』
（
近
畿
　
岸
和
田
市
）

　
図
33
の
岸
和
田
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
『
フ
レ
ス

ー
ル
』
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
元
気
は
つ
ら
つ
」
の
意
味
を
持
ち
、

近
畿
地
域
で
最
も
多
い
六
二
号
、
四
ぺ
ー
ジ
の
も
の
で
あ
る
。
二
つ

折
の
つ
く
り
の
た
め
表
紙
が
一
八
・
八
％
と
か
な
り
多
く
を
占
め
る

が
、
地
元
の
女
性
史
学
習
会
、
調
理
師
免
許
取
得
準
備
講
座
、
女
性
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週
問
事
業
と
し
て
の
無
料
法
律
相
談
な
ど
「
催
し
物
案
内
」
一
五
・

○
％
、
「
事
業
報
告
」
一
〇
・
○
％
の
ほ
か
、
各
々
七
・
五
％
を
占

め
る
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
」
「
施
設
案
内
」
「
読
者
コ
ー
ナ
ー
」

「
家
事
」
な
ど
に
、
エ
ッ
セ
イ
や
コ
ラ
ム
風
の
つ
く
り
、
書
き
方
が

取
り
入
れ
ら
れ
、
き
め
細
か
な
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
⑨
　
『
エ
ソ
ー
ル
』
（
中
国
　
広
島
県
）

　
図
3
4
、
広
島
県
の
財
団
法
人
広
島
県
女
性
会
議
刊
行
の
『
エ
ソ
ー

ル
』
も
『
フ
レ
ス
ー
ル
』
と
同
じ
く
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
「
飛

躍
・
発
展
」
の
意
味
と
題
字
脇
に
記
さ
れ
て
い
る
。
全
八
ぺ
ー
ジ
か

ら
な
る
同
誌
は
、
三
五
号
と
、
中
国
地
域
で
は
最
も
号
数
を
重
ね
て

い
る
。
誌
面
内
容
は
、
地
方
の
女
性
広
報
誌
に
は
珍
し
く
「
日
本
の

女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が
二
三
・
八
％
、
「
国
際
交
流
」
が
二

二
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
前
者
は
、
第
二
期
ひ
ろ
し
ま
女
性
大

学
に
お
け
る
東
京
女
性
財
団
理
事
長
・
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
館

長
（
当
時
）
の
記
念
講
演
を
要
約
し
た
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
に
関
す
る
わ
か
り
や
す
い
解
説
の
よ
う
な
役
目

を
果
た
し
て
い
る
。
後
者
は
、
「
広
島
県
ハ
ワ
イ
州
女
性
友
好
交
流

訪
問
団
」
の
報
告
で
、
ハ
ワ
イ
州
女
性
の
地
位
向
上
委
員
会
、
ホ
ノ
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ル
ル
日
系
婦
人
会
な
ど
を
訪
問
し
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
一

五
・
○
％
あ
る
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
」
は
、
県
女
性
セ
ン
タ
ー

「
エ
ソ
ー
ル
」
に
専
門
書
店
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
家

族
」
の
ブ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
談
話
と
推
薦
本
の
紹
介
が
そ
の
内

容
で
あ
る
。

　
　
9
　
『
藍
の
女
性
』
（
四
国
　
徳
島
県
）

　
図
3
5
の
徳
島
県
企
画
調
整
部
女
性
政
策
室
が
出
し
て
い
る
『
藍
の

女
性
』
は
、
四
国
地
域
に
お
け
る
最
多
の
四
〇
号
で
あ
る
。
一
二
ぺ

ー
ジ
立
て
の
本
誌
は
多
様
な
領
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
県

男
女
協
調
週
間
の
行
事
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
る
「
地
域
の
女
性
政

策
・
共
同
参
画
」
二
〇
・
八
％
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法
を

紹
介
し
た
「
日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
が
一
五
・
○
％
、
世

界
の
女
性
起
業
家
・
企
業
家
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
女
性
二
〇
〇
〇

年
会
議
の
予
定
に
つ
い
て
記
し
た
「
世
界
の
動
き
」
一
〇
・
○
％
な

ど
の
ほ
か
、
日
常
の
会
話
や
発
想
の
中
に
潜
む
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
イ
ラ
ス
ト
化
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
探
そ
う
」
と
い
う
ぺ
ー
ジ
を

中
心
と
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
や
、
職
場
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
学
習
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
に
つ
い
て
の
イ
ン
フ
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オ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
主
な
内
容
と
す
る
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
」
な
ど

が
目
立
っ
た
。

　
　
　

　
　
1
0
　
『
あ
い
』
（
九
州
・
沖
縄
　
沖
縄
県
）

　
図
3
6
の
沖
縄
県
総
務
部
知
事
公
室
女
性
政
策
室
発
行
の
『
あ
い
』

は
、
九
州
・
沖
縄
地
域
で
最
も
号
数
の
多
い
七
八
号
を
数
え
る
八
ぺ

ー
ジ
の
広
報
誌
で
あ
る
。
他
誌
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
世
界
の

動
き
」
が
三
七
・
五
％
と
ト
ッ
プ
を
占
め
、
そ
の
内
容
は
、
二
〇
〇

〇
年
七
月
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
八
力
国
と
欧
州
連
合
の
首
脳
会
談

「
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
す
る
各
国
の
女
性
事
情
に
つ
い

て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
デ
ー
タ
と
と
も
に
紹
介
し
た
記
事
が
主
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
女
性
の
国
会
議
員
の
少
な
さ
、
M
字
型
の

労
働
力
率
、
日
本
で
特
に
開
き
が
大
き
い
H
D
I
（
人
間
開
発
指

数
）
と
G
E
M
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
測
定
）
の
落

差
な
ど
、
読
者
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
多
い
の
が
、
各
地
の
女
性
プ
ラ
ン
の
策
定
や
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
動
き
に
つ
い
て
の
報
告
、
農
業
分
野
で
の
女
性
の
参
画
が
進
展
し

て
い
る
こ
と
を
記
し
た
記
事
な
ど
か
ら
な
る
「
地
域
の
女
性
政
策
・

共
同
参
画
」
で
、
一
五
・
○
％
で
あ
っ
た
。
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学
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男
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題

　
フ
ェ
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地
域
文
化

　
女
性
と
平
和

　
女
性
と
開
発

　
芸
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文
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ポ
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ツ
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デ
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家
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環
境
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図36　「あい」（沖縄県総務部知事公室女性政策課）（8ぺ一ジ）
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こ
れ
ら
の
サ
ン
プ
ル
一
〇
誌
に
関
し
て
は
、
の
ち

に
「
“
定
番
”
記
事
」
と
「
”
情
報
”
関
連
記
事
」
の
配

分
を
見
る
際
に
、
も
う
一
度
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

2

女
性
広
報
誌
の
タ
イ
ピ
ン
グ

ω
　
「
国
の
女
性
政
策
」
と
「
地
域
の
女
性
政
策
」

　
の
配
分

　
今
回
調
査
対
象
と
し
た
女
性
広
報
誌
は
、
国
の
も

の
を
除
い
て
、
地
方
自
治
体
の
広
報
誌
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参

画
」
分
野
の
掲
載
が
多
い
の
は
当
然
と
言
え
よ
う

が
、
そ
れ
と
「
日
本
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参

画
」
分
野
の
掲
載
配
分
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

　
国
の
女
性
政
策
と
地
域
の
女
性
政
策
を
、
一
〇
の

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
平
均
ご
と
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
の
が

図
3
7
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
日
本
の
女
性
政

〔HH〕

　
　
　
　

国
・
　
肌

　
　
　
〔

12。0

〔LH〕　　　　　　　　　i
　　　北海道　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　コ　　　　●　　　　　　　　　　　　　1

　東北　　　　　　　　　i
　●　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　四国
　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　ヤ　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　1●九州・沖縄
　　　　　　北陸・中部　i
　　　　　　　　　●　　　l

　　　　　　　　　　　　i関東
　　　　　　　　　　　　・♂
一…一一一一…一一一一一一一メー一一一一一一一一一…一一一一一一…・

　　　　　　　全体平均i　　　　●
　　　　　　　　　　　　i　　　東京

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　中国　　　　　　　：
　　　　　　　　　●　　i

　　　　　　　　近畿　i
〔LL〕　　　　　　　　　i

　　　2ρ　　　　　　　4。0　　　　　　　6。0　　　　　　　8ρ　　　　　　　10．0

　　　　　　　　　　国の女性政策情報

　図37　国の女性政策情報と地域の女性政策情報の配分
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策
・
男
女
共
同
参
画
」
五
・
○
％
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
一
一
・
八
％
の
「
全
体
平
均
」
を
境
に
広
報
誌
の
タ
イ

プ
を
四
象
限
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
四
象
限
に
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
広
報
誌
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
国
の
政
策
・
地
域
の
政
策
と
も
に
高
い
掲
載
比
率
を
も
つ
H

H
群
の
女
性
広
報
誌
に
は
四
国
と
九
州
・
沖
縄
の
広
報
誌
が
、
国
の
政
策
に
関
す
る
掲
載
比
率
は
低
い
が
地
域
の
政
策
に
つ
い
て
高
い

掲
載
比
率
を
も
つ
L
H
群
に
は
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
・
中
部
の
広
報
誌
が
、
国
の
政
策
の
掲
載
が
多
く
地
域
の
政
策
掲
載
が
少
な
い

E
L
群
に
は
国
と
東
京
の
広
報
誌
が
、
そ
し
て
ど
ち
ら
の
情
報
も
少
な
い
L
L
群
に
は
中
国
と
近
畿
の
広
報
誌
が
、
そ
れ
ぞ
れ
布
置
さ

れ
た
。
関
東
の
広
報
誌
は
平
均
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
地
域
に
よ
る
特
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た
恰
好
で
あ
る
。

ω
　
「
“
定
番
”
記
事
」
と
「
“
情
報
”
関
連
記
事
」
の
関
係

　
さ
ら
に
、
四
五
の
誌
面
分
野
の
中
か
ら
先
に
全
体
平
均
の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
“
定
番
”
記
事
（
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同

参
画
」
「
女
性
と
労
働
」
「
日
本
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
「
育
児
・
子
ど
も
の
教
育
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
「
女
性
と
暴
力
」
「
高
齢

社
会
・
介
護
」
「
女
性
の
生
き
方
」
）
と
”
情
報
”
関
連
記
事
（
「
施
設
案
内
」
「
催
し
物
案
内
」
「
本
・
ビ
デ
オ
の
紹
介
」
「
事
業
報
告
」
）

と
を
取
り
出
し
、
各
々
の
合
計
比
率
を
算
出
し
、
こ
の
二
軸
で
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
平
均
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
た
。

　
そ
の
結
果
、
図
3
8
に
示
し
た
よ
う
に
、
”
定
番
”
記
事
の
掲
載
量
と
“
情
報
”
関
連
記
事
の
掲
載
量
の
関
連
を
示
す
右
下
が
り
の
回

帰
直
線
の
近
く
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
布
置
さ
れ
た
。
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
○
・
八
三
七
で
、
強
い
負
の
相
関
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
図
に
よ
る
と
、
二
七
四
誌
の
平
均
値
を
軸
と
し
て
、
東
北
、
北
海
道
、
関
東
、
国
、
そ
し
て
東
京
が
ひ
と
か
た
ま
り
で
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
”
定
番
”
記
事
と
”
情
報
”
も
の
と
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
言
え
よ



84國學院法學第42巻第4号（2005）

う
。
そ
れ
に
対
し
、
上
部
の
方
に
、
北
陸
・
中
部
、
中

国
、
近
畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
ひ
と
か
た
ま
り
と
な
っ
て
マ

ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
“
情
報
”
の
方
に
軸

を
置
い
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
一
方
、
四
国
、
九
州
・
沖

縄
は
、
双
方
が
や
や
離
れ
て
位
置
し
て
い
る
も
の
の
“
定

番
”
記
事
に
重
き
を
置
い
た
広
報
誌
群
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

　
ど
う
や
ら
催
事
や
施
設
関
連
の
”
情
報
”
指
向
の
あ
る

西
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
は
女
性
セ
ン
タ
ー
が
多
い
こ
と
も
作

用
し
て
い
よ
う
）
と
、
中
間
を
ゆ
く
東
・
北
ブ
ロ
ッ
ク
、

そ
し
て
労
働
や
女
性
政
策
な
ど
“
定
番
”
記
事
を
よ
り
多

く
掲
載
す
る
南
ブ
ロ
ッ
ク
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
そ
う
で

あ
る
。

⑥
　
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
サ
ン
プ
ル
誌
の
「
“
定
番
”
記

事
」
と
「
“
情
報
”
関
連
記
事
」

　
同
様
に
、
先
に
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
選
ん
だ
女
性

広
報
誌
サ
ン
プ
ル
一
〇
誌
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
よ
う
。

／　北陸・中部、

’　　　　　●　　　　1

　　中国　　ノ

近畿●／銘一、Σ
K
、
＿ ・ノ！　　全体平均i

　　卑北●　●東京あ、

糖趣吋く扇

　　　　　　　　　1　　　●

　　　　　　　　九州・沖縄
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1

”
情
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”
関
連
の
記
事
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5．0

0．0

60．00．0　　　　　　　　10。0　　　　　　　20。0　　　　　　　30．0　　　　　　　40。0　　　　　　　50．0
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図38地域ブロック平均別“定番”記事と“情報”関連記事の相関



自治体が発行する女性広報誌に関する調査研究（田中ほか）85

　
そ
の
結
果
は
、
図
3
9
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
“
定
番
”

記
事
四
三
・
六
％
、
“
情
報
”
関
連
記
事
一
七
・
○
％
の

「
全
体
平
均
」
を
境
に
四
象
限
に
分
け
て
み
る
と
、
〃
定
番
〃

”
情
報
”
と
も
に
高
い
掲
載
比
率
を
も
つ
H
H
群
に
は
『
漣
』

（
愛
知
県
女
性
勤
労
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
と
『
ハ
あ
モ
ニ

イ
』
（
厚
木
市
）
が
布
置
さ
れ
、
“
定
番
”
が
少
な
く
“
情

報
”
が
多
い
L
H
群
に
は
『
フ
レ
ス
ー
ル
』
（
岸
和
田
市
立

女
性
セ
ン
タ
ー
）
と
『
エ
ソ
ー
ル
』
（
広
島
県
女
性
セ
ン
タ

ー
）
が
布
置
さ
れ
、
”
定
番
”
は
多
い
も
の
の
“
情
報
”
は

少
な
い
H
L
群
に
は
『
中
野
の
女
性
』
（
中
野
区
女
性
セ
ン

タ
ー
）
、
『
あ
の
・
な
は
ん
』
（
盛
岡
市
）
、
『
え
が
り
て
』
（
総

理
府
）
、
『
藍
の
女
性
』
（
徳
島
県
）
が
布
置
さ
れ
、
そ
し
て

ど
ち
ら
の
掲
載
率
も
さ
ほ
ど
高
く
な
い
L
L
群
に
は
『
あ

い
』
（
沖
縄
県
）
と
『
さ
っ
ぽ
ろ
ウ
ィ
ン
グ
』
（
札
幌
市
女
性

セ
ン
タ
ー
）
が
布
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
サ
ン
プ
ル
一
〇
誌
の
布
置
状
況
は
、
強
い
相
関
が
見
ら
れ

た
先
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
布
置
図
（
図
3
8
）
と
異
な

り
、
か
な
り
拡
散
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

〔HH〕

漣

ハあモニイ
●

全体平均

　

藍の女性
　　　　　　　　　　中野の女性
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　　　　あの・なはん
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　フレスール

ル
●

一ソエ

あい●

　　●
さっぽろ

　ウイン〔LL〕
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図39地域ブロックサンプル10誌の“定番”記事と“情報”関連記事の分布
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1

VI

女
性
広
報
誌
の
特
集
記
事

男
女
共
同
参
画
特
集

ω
　
掲
載
比
率
、
掲
載
ぺ
ー
ジ
量

　
本
調
査
で
は
、
女
性
広
報
誌
の
表
紙
の
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
誌
面
全
般
の
内
容
分
析
と
並
ぶ
第
三
の
柱
と
し
て
、
各
誌
の
特
集
の
分
析

を
行
っ
た
。
収
集
し
た
女
性
広
報
誌
の
当
該
号
に
お
い
て
、
「
男
女
共
同
参
画
」
に
関
す
る
特
集
を
組
ん
で
い
た
の
は
六
五
誌
で
、
図

40

に
示
し
た
よ
う
に
、
全
二
七
四
誌
中
の
二
三
・
七
％
に
あ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
の
号
で
既
に
男
女
共
同
参
画
特
集
の
掲
載
を

終
え
て
い
た
り
、
当
該
号
発
行
以
降
に
特
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
掲
載
比
率
を
も
っ
て
掲
載
比
率
の
高
低
を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
担
当

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
調
査
時
点
で
男
女
共
同
参
画
特
集
を
既
に
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
た
広
報
誌
が
五
九
・
四
％
と
過
半
数
を
超
え
て
お
り
、
中
に
は
複
数
回
特
集
し
て
い
た
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
た
ほ
か
、
今
後
特
集
す
る
予
定
の
と
こ
ろ
が
一
五
・
九
％
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
今
後
と
も
共
同
参
画
特
集
を
す
る
つ
も
り
の
な
い
広
報
誌
は
、
四
誌
に
一
誌
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
。

　
さ
て
、
男
女
共
同
参
画
特
集
に
最
も
多
い
ぺ
ー
ジ
量
を
費
や
し
て
い
た
の
は
、
群
馬
県
生
活

環
境
部
の
発
行
す
る
『
ス
テ
ッ
プ
』
（
総
ぺ
ー
ジ
数
二
四
ぺ
ー
ジ
）
で
、
一
五
ぺ
ー
ジ
が
使
わ

男女共同参画
一特集あり

　23．7％

特集なし
76。3％

図40　男女共同参画特集掲載率
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れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
続
い
た
の
は
江
東
区
地
域
振
興
部
発
行
の
『
江
東
の
女
性
』
（
総
ぺ
ー
ジ
数
二
〇
ぺ
ー
ジ
）
で
、
一
四
ぺ

ー
ジ
の
共
同
参
画
特
集
を
組
ん
で
い
た
。
一
方
、
共
同
参
画
特
集
の
中
で
最
も
少
な
か
っ
た
ぺ
ー
ジ
量
は
○
・
七
ぺ
ー
ジ
で
、
一
誌
見

ら
れ
た
。
特
集
ぺ
ー
ジ
量
ご
と
の
分
布
で
見
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
二
ぺ
ー
ジ
の
も
の
で
二
一
誌
、
三
二
・
三
％
、
次
い
で
四
ぺ

ー
ジ
の
も
の
が
一
〇
誌
、
一
五
・
四
％
、
三
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
七
誌
、
一
〇
・
八
％
見
ら
れ
た
。
六
五
誌
の
男
女
共
同
参
画
特
集
ぺ
ー

ジ
を
全
部
合
計
す
る
と
総
ぺ
ー
ジ
量
は
二
五
二
・
五
ぺ
ー
ジ
と
な
り
、
一
誌
あ
た
り
の
共
同
参
画
特
集
の
平
均
ぺ
ー
ジ
量
は
三
・
九
ぺ

ー
ジ
と
な
っ
た
。

ω
　
掲
載
ぺ
ー
ジ
量
比
率

　
図
4
1
は
、
こ
れ
ら
特
集
を
行
っ
て
い
た
女
性
広
報
誌
を
、
特
集
ぺ
ー
ジ
比
率
（
対
総
ぺ
ー
ジ
比
）
の
高
い
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ

る
。
一
誌
あ
た
り
八
七
・
五
％
を
共
同
参
画
特
集
に
あ
て
て
い
た
の
は
千
葉
県
佐
原
市
女
性
施
策
懇
話
会
『
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
』
と
、

箕
面
市
人
権
文
化
部
『
ミ
ズ
、
み
の
お
』
の
二
誌
で
、
次
に
比
率
が
高
か
っ
た
の
は
府
中
市
女
性
セ
ン
タ
ー
『
ス
ク
エ
ア
21
』
で
、
八

三
・
一
％
を
占
め
て
い
た
。
特
集
ぺ
ー
ジ
比
率
ご
と
の
分
布
で
み
る
と
二
五
・
○
％
の
広
報
誌
が
一
八
誌
、
二
七
・
七
％
、
五
〇
・
○

％
の
広
報
誌
が
一
四
誌
、
二
一
・
五
％
見
ら
れ
た
。
六
五
誌
を
平
均
し
た
共
同
参
画
特
集
ぺ
ー
ジ
の
対
総
ぺ
ー
ジ
比
は
四
〇
・
七
％
と

な
る
。

　
図
4
2
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
男
女
共
同
参
画
特
集
ぺ
ー
ジ
の
平
均
比
率
（
対
総
ぺ
ー
ジ
比
）
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
が

平
均
五
〇
・
○
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
近
畿
、
東
京
が
続
く
。
そ
れ
に
対
し
、
南
の
、
四
国
と
九
州
・
沖
縄
は
、
平
均
を
一
〇
ポ
イ

ン
ト
以
上
下
回
っ
て
い
る
。
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⑥
内
容
構
成

　
各
誌
の
男
女
共

同
参
画
特
集
の
記

事
類
が
、
ど
の
よ

う
な
分
野
や
形
式

か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
の
か
を
項
目

分
け
し
た
の
が
図

43

で
あ
る
（
重
複

カ
ウ
ン
ト
）
。

　
ま
ず
、
最
も
多

く
掲
載
さ
れ
て
い

た
の
は
、
地
域
で

実
施
さ
れ
た
男
女

共
同
参
画
社
会
に

関
す
る
講
演
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講

座
、
ま
た
男
女
共
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同
参
画
都
市
宣
言
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
事
後
的
に
記
事
化
し
た
「
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
報
告

記
事
」
で
、
二
五
件
、
三
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、
地
域
に
お
け
る
女
性
政
策
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記

事
化
し
た
「
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
の
取
り
組
み
」
で
、
二
三
件
、
三
五
・
四
％
見
ら
れ
た
。
以
下
、
地
域
の
共
同
参
画

の
進
展
の
度
合
い
な
ど
を
見
る
「
自
治
体
の
統
計
デ
ー
タ
・
図
表
」
一
二
件
、
三
二
・
三
％
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
解
説
」

二
〇
件
、
三
〇
・
八
％
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
紹
介
」
一
六
件
、
二
四
・
六
％
、
「
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
」
一
六
件
、
二
四
・

六
％
な
ど
の
内
訳
と
な
っ
た
。
や
は
り
地
元
の
共
同
参
画
関
連
の
記
事
が
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
で
目
立
つ
も
の
と
し
て

は
、
「
自
治
体
の
女
性
プ
ラ
ン
・
条
例
に
つ
い
て
」
「
寄
稿
文
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
具
体
的
に
特
集
記
事
タ
イ
ト
ル
を
見
て
み
る
と
、
「
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
報
告
記
事
」
の
例
と
し
て

は
、
「
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
し
ん
じ
ゅ
く
発
男
女
平
等
宣
言
　
新
し
い
道
～
ら
せ
ん
の
階
段
を
上
る
よ
う
に
」
（
『
ウ
ィ
ズ

新
宿
』
）
、
「
第
11
回
広
島
女
性
大
学
開
講
！
　
女
と
男
共
に
つ
く
る
2
1
世
紀
－
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
」
（
『
エ
ソ
ー
ル
』
）
、

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ポ
ー
ト
　
男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向
け
て
の
香
川
行
動
計
画
”
普
及
推
進
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
西
讃
ブ
ロ
ッ
ク
」
（
『
か

が
わ
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
「
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
に
向
け
て
の
取
り
組
み
」
と
し
て
は
、
「
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
」
（
戸
卑
．
ω
や

ま
が
た
女
性
の
ひ
ろ
ば
』
）
、
「
府
中
市
は
『
男
女
共
同
参
画
都
市
』
を
宣
言
し
ま
し
た
。
」
（
『
ス
ク
エ
ア
2
1
』
）
、
「
飯
能
市
の
女
性
行
政

の
動
き
」
（
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
自
治
体
の
統
計
デ
ー
タ
・
図
表
」
と
し
て
は
、
男
と
女
の
意
識
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
結
果
掲
載
号
（
『
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
』
）
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
の
結
果
（
『
ゆ
う
ま
つ
ど
』
）
、
男
女
共
同

参
画
意
識
調
査
速
報
（
『
と
っ
と
り
の
女
性
』
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
解
説
」
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
の
紹
介
」
と
し
て
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
～
そ
の
成
立
の
意
義
と
課
題
～
」
（
弓
＞
国
↓
2
国
勾
パ
ー
ト
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ナ
ー
』
）
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
　
超
カ
ン
タ
ン
に
理
解
で
き
る
裏
ワ
ザ
」
（
『
7
婁
奨
亀
）
、
「
で
き
ま
し
た
男
女
共
同
参
画
基

本
法
」
（
『
女
性
さ
せ
ぼ
』
）
、
「
必
見
　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
」
（
『
oo
属
寓
勺
＝
0
2
肖
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
～
ま

い
ら
い
ふ
・
ゆ
あ
ら
い
ふ
』
）
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

　
「
自
治
体
の
女
性
プ
ラ
ン
・
条
例
に
つ
い
て
」
の
特
集
タ
イ
ト
ル
は
、
「
あ
お
も
り
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
2
1
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
！
」
（
『
女
性
あ
お
も
り
』
）
、
「
市
民
の
市
民
に
よ
る
行
動
指
針
『
ア
ク
シ
ョ
ン
ゆ
う
』
策
定
」
（
『
ゆ
う
ま
つ
ど
』
）
、
「
新
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
な
ご
や
　
骨
子
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
」
（
『
ラ
イ
フ
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
）
、
「
三
重
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮
称
）
制
定
に

向
け
て
」
（
胃
お
暮
①
』
）
な
ど
で
あ
る
。

㈲
　
「
地
方
の
責
務
」
に
関
す
る
言
及

　
と
こ
ろ
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
は
、
第
8
条
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
っ

て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
積
極
的
改
善
措
置
を
含
む
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
実
施
す
る
「
国
の
責
務
」
と

と
も
に
、
第
1
0
条
に
お
い
て
職
域
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
「
国
民
の
責
務
」
を
努
力
義
務
と
し
て
定
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
第
9
条
で
、
「
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
に
関
し
、
国
の
施
策
に
準
じ
た
施
策
及
び
そ
の
他
の
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
第
1
4
条
に
お
け
る
都
道
府
県
や
市
町
村
な
ど
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
男
女
共
同
参
画
計
画
等
の
策
定
義
務
や
策
定
努
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
域
の
女
性
広
報
誌
が
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
特
集
す
る
際
に
は
、
第
9
条
や
14
条
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
形
で



（単位：人）表6　男女共同参画特集に登場する人物（N65）

合
計

肩
書
な
し

そ
の
他

地
域
の
生
徒

作
家

タ
レ
ン
ト

首
長
・
行
政
担
当
（
校
長
・
教
育
委
員
含
）

弁
護
士

会
社
員

地
元
団
体
・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
（
共
同
参
画
委
員
含
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

自
治
体
の
共
同
参
画
担
当

国
の
共
同
参
画
担
当

大
学
教
員
・
研
究
者

34

51

38

4

9

0

　0

　2

13

7

0
0

0
2

0

0
2

0

0

2
3

2

1

0

0
1

9

11

　7

11

0

6
1

2

3

0

0

3

0

　8

13

　1

123

100．0
　　　％

13

10．6
　　％

3522715
2．44．11．61．65。712．2

％％％％％ ％

10

田
％

3　5　729
2．44。15．723．6
％　％　％　％

22

17．9
　　％

寄稿文（依頼原稿）

講演録等（イベントで）

関連人物紹介

合　　計

比　　率

＊65誌中37誌に人物あり

＊＊「その他」の内訳は農業、ボランティア、イベント参加者の声、車掌、介護士、「O

　　O夫妻」「共働き夫婦」「熟年夫婦」など
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ふ
れ
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
調
査
で

は
、
男
女
共
同
参

画
特
集
を
組
ん
で

い
た
広
報
誌
の
う

ち
「
地
方
の
責

務
」
に
つ
い
て
何
か
し
ら
言
及
し
て
い
た
の
は
、
図
4
4
に
示

し
た
よ
う
に
、
六
五
誌
中
三
〇
誌
、
四
六
・
二
％
と
半
数
弱

で
あ
っ
た
。

⑥
登
場
人
物

　
男
女
共
同
参
画
特
集
に
お
い
て
は
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
寄

稿
文
、
ま
た
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
紹
介
な
ど
で
、
具
体

的
な
人
物
が
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
集
中
で
何
ら
か
の

人
物
が
出
現
し
た
広
報
誌
は
六
五
誌
中
三
七
誌
（
五
六
・
九

％
）
で
あ
っ
た
。
登
場
者
数
は
一
二
三
人
で
、
一
誌
あ
た
り

三
・
三
人
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
登
場
人

図44　　「地方の責務」への

言及の有無（N65)
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物
の
属
性
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
表
6
の
よ
う
に
な
っ
た
。
全
体
を
通
じ
て
最
も
多
い
属
性
は
「
地
元
の
会
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

団
体
の
メ
ン
バ
ー
や
地
元
の
男
女
共
同
参
画
委
員
」
で
、
二
九
人
、
二
三
・
六
％
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
大
学
教
員
・
研
究
者
」

で
、
二
二
人
、
一
七
・
九
％
で
あ
っ
た
。

　
記
事
の
内
訳
を
見
る
と
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
座
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
登
壇
者
の
話
を
ま
と
め
た
も
の
が
五
一
件
で
四

割
を
占
め
た
。
こ
れ
に
次
ぎ
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画
に
関
連
す
る
人
物
紹
介
が
三
八
件
、
依
頼
原
稿
と
思
わ
れ
る
寄
稿
文
が
三
四
件

見
ら
れ
た
。
寄
稿
文
の
寄
稿
人
物
は
「
地
元
団
体
・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
（
共
同
参
画
委
員
含
む
）
」
（
一
一
人
）
、
「
大
学
教
員
・
研
究

者
」
（
八
人
）
、
「
地
域
の
生
徒
」
（
七
人
〉
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
イ
ベ
ン
ト
講
演
録
は
「
大
学
教
員
・
研
究
者
」
（
一
三
人
）
が
最
も

多
か
っ
た
。
地
元
の
国
公
私
立
大
学
の
教
員
が
最
も
多
く
登
場
し
て
い
る
が
、
東
京
の
大
学
教
員
も
少
な
く
な
い
。
関
連
人
物
紹
介
で

は
、
「
地
元
団
体
・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
」
（
一
一
人
）
、
「
会
社
員
」
（
九
人
）
な
ど
が
多
く
、
ま
た
「
そ
の
他
」
（
一
三
人
）
が
多
か
っ

た
が
、
「
そ
の
他
」
の
人
た
ち
も
地
域
の
人
た
ち
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
男
女
共
同
参
画
特
集
へ
の
登
場
人
物
は
、
お
お
む
ね
地
域

の
人
物
か
、
全
国
的
に
名
の
知
ら
れ
た
タ
レ
ン
ト
性
の
強
い
人
物
に
二
分
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

2
　
そ
の
他
の
特
集

ω
　
特
集
ぺ
ー
ジ
の
掲
載
比
率
、
掲
載
ぺ
ー
ジ
量

　
年
一
、
二
回
か
ら
、
せ
い
ぜ
い
数
回
の
刊
行
に
と
ど
ま
る
女
性
広
報
誌
は
、
記
事
内
容
を
読
者
に
印
象
づ
け
、
記
憶
に
と
ど
め
て
も

ら
う
た
め
、
特
集
制
を
と
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
収
集
さ
れ
た
二
七
四
誌
に
は
、
前
節
で
見
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
特
集
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り
、
実
に
二
四
四
誌
が
男
女
共
同
参
画
以
外
の
何
ら
か
の
特
集
を
組
ん
で
い
た
。
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特
集
が
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
報
誌
も
あ
っ
た
の
で
、
本
調
査
で
は
重
視
度
の
高
い
と
思
わ
れ
る
順
に
第
一
特
集
か
ら
第
三
特
集

ま
で
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
特
集
を
掲
載
し
て
い
た
女
性
広
報
誌
は
右
記
の
よ
う
に
二
四
四
誌
、
八
九
・
一
％
に
の
ぼ

っ
た
の
に
対
し
、
第
二
特
集
を
組
ん
で
い
た
も
の
は
一
七
誌
、
六
・
二
％
、
第
三
特
集
ま
で
組
ん
で
い
た
も
の
は
三
誌
、
一
・
一
％
見

ら
れ
た
。

　
第
一
特
集
の
ぺ
ー
ジ
量
の
分
布
を
見
る
と
、
二
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
七
二
誌
、
二
九
・
五
％
、
四
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
五
五
誌
、
二
二
・

五
％
、
三
ぺ
ー
ジ
の
も
の
が
二
四
誌
、
九
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
特
集
が
載
っ
て
い
た
二
四
四
誌
の
掲
載
ぺ
ー
ジ
量
平
均
は

三
・
六
八
ぺ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
最
大
の
も
の
は
二
九
ぺ
ー
ジ
を
費
や
し
て
い
る
。
所
沢
市
発
行
の
『
S
U
N
』
で
、
内
容
は
、
「
男
女

共
同
参
画
型
　
二
〇
〇
〇
年
版
『
食
物
語
』
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
「
す
べ
て
の
人
に
関
係
し
、
暮
ら
し
の
基
本
に
あ
る
の
が
『
食
』

で
す
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
戦
前
か
ら
三
世
代
に
わ
た
る
食
の
年
表
や
男
性
の
食
事
づ
く
り
体
験
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
読
み

ご
た
え
の
あ
る
特
集
で
あ
っ
た
。
ま
た
新
宿
区
総
務
部
発
行
の
『
し
ん
じ
ゅ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
二
四
ぺ
ー
ジ
が
特
集
に
使
わ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ニ
ク
ル

り
、
タ
イ
ト
ル
は
「
男
と
女
の
年
代
記
」
と
い
う
も
の
で
、
男
女
別
に
一
〇
歳
き
ざ
み
の
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
が
対
照
的
に
紹
介
さ
れ

て
い
た
。
な
お
、
特
集
一
に
お
い
て
最
少
の
ぺ
ー
ジ
量
は
、
○
・
八
ぺ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　
一
七
誌
で
組
ま
れ
て
い
た
第
二
特
集
は
、
最
大
七
ぺ
ー
ジ
、
最
少
一
ぺ
ー
ジ
の
も
の
で
、
平
均
は
二
・
〇
九
ぺ
ー
ジ
と
な
り
、
全
誌

平
均
八
・
九
一
ぺ
ー
ジ
の
二
割
強
を
占
め
る
。
ま
た
三
誌
あ
っ
た
第
三
特
集
は
、
い
ず
れ
も
二
ぺ
ー
ジ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
　
特
集
の
分
野

　
特
集
の
カ
ウ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
分
野
の
も
の
で
あ
る
か
を
、
先
の
内
容
分
析
と
同
じ
四

五
分
野
を
用
い
て
分
類
し
た
。
繁
雑
に
な
る
の
で
、
第
一
特
集
の
み
、
い
ず
れ
の
分
野
の
記
事
な
の
か
表
7
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。
一



　
つ
の
特
集
が
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
場
合
、
重
複
カ
ウ
ン
ト
を
行
い
、
ま
た
記
事
分
野
で
は
な
い
「
表
紙
・
題
字
」
「
は
が

　
き
」
「
目
次
」
「
裏
表
紙
」
の
項
目
は
除
い
た
。

　
男
女
共
同
参
画
関
連
以
外
の
特
集
で
最
も
多
か
っ
た
分
野
は
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
で
、
二
四
四
誌
中
五
九
誌
（
二

　
四
・
二
％
）
の
広
報
誌
が
こ
れ
に
言
及
し
て
い
た
。
以
下
、
「
女
性
と
労
働
」
（
一
五
・
二
％
）
、
「
日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」

（
一
三
・
五
％
）
、
「
育
児
・
子
ど
も
の
教
育
」
（
一
三
・
一
％
）
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
（
一
〇
・
二
％
）
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン

ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
で
明
ら
か
と
な
っ
た
テ
ー
マ
分
野
と
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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表7　特集ぺ一ジの分野（上位順）

　　　　　　　　　　　（重複カウント・N244）

95

比率
24．2％

15．2％

13．5％

13．1％

10。2％

9．8％

8．2％

7．4％

6．1％

4．5％

4．5％

4．5％

4．1％

4．1％

3．3％

3。3％

2．9％

2．5％

2．5％

2。0％

2、0％

2．0％

件数

59

37

33

32

25

24

20

18

15

　11

11

11

10

10

　　8

　　8

　　7

　　6

　　6

　　5

　　5

　　5

　　　　分　　　野

地域の女性政策・共同参画

女性と労働

日本の女性政策・共同参画

育児・子どもの教育

ジェンダー

高齢社会・介護

女性と暴力

女性の生き方

施設案内

性・健康

家族

男性の生き方

世界の動い

本・ビデオの紹介

生活・くらし

男性学・男性問題

家事

メディア

フェミニズム・女性学・女性史

少子化

結婚・離婚

女男の生き方

順位

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

10

10

13

13

15

15

17

18

18

20

20

20

＊「共同参画特集」以外の特集。

＊＊「表紙・題字」「ハガキ」「目次」「裏表紙」を除く。

「
地
域
の
女
性
政

策
・
共
同
参
画
」
に

つ
い
て
は
、
具
体
的

に
は
「
新
し
い
時
代

を
拓
け
！
　
女
と
男

の
共
生
社
会
」
（
『
か

け
は
し
』
）
、
「
女
性

施
策
な
ぜ
必
要
？
」

（
『
ス
テ
ッ
プ
白

井
』
）
、
「
自
立
の
、

夢
を
か
た
ち
に
わ

た
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
づ
く
り
」
（
『
女
性
に
し
の
み
や
』
）
、
「
愛
媛
県
初
の
女
性
議
員
に
聞
く
」
（
『
か
が
や
き
』
）
な
ど
の
特
集
タ
イ
ト
ル
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
女
性
と
労
働
」
で
は
、
「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
』
企
業
」
（
『
≦
一
島
』
）
、
「
女
性

も
仕
事
を
続
け
た
い
」
（
『
な
ら
ん
で
』
）
、
「
ひ
む
か
流
わ
た
し
た
ち
の
し
ご
と
＆
会
社
＆
地
域
お
こ
し
」
（
『
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
』
）
と
い
っ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
タ
イ
ト
ル
が
並
ぶ
。
ま
た
、
「
日
本
の
女
性
政
策
・
共
同
参
画
」
で
は
、
「
女
性
二
〇
〇
〇
年
会
議
に
向
け
て
」
（
『
エ
ー

ル
　
い
し
か
わ
の
女
性
へ
』
）
、
「
2
1
世
紀
は
男
女
共
同
参
画
社
会
」
（
『
＞
竃
一
Ω
』
）
な
ど
の
特
集
タ
イ
ト
ル
が
あ
げ
ら
れ
る
。

1

V皿

分
析
結
果
の
ま
と
め

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
女
性
広
報
誌
の
発
行

　
今
回
、
全
国
の
自
治
体
女
性
政
策
担
当
部
署
お
よ
び
女
性
セ
ン
タ
ー
が
刊
行
す
る
女
性
広
報
誌
二
七
四
誌
を
内
容
分
析
し
た
結
果
か

ら
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
続
い
て
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
ず
第
一
に
、
女
性
広
報
誌
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る
と
、
発
行
主
体
の
女
性
政
策
担
当
部
署
と
女
性
セ
ン
タ
ー
の
比
率
は
お
よ
そ

六
対
四
で
あ
り
、
前
者
は
企
画
部
や
市
（
県
）
民
部
の
女
性
政
策
課
な
ど
の
名
称
を
持
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。
後
者
の
セ
ン
タ
ー
は
、
七

割
強
が
自
治
体
直
営
で
、
三
割
弱
が
財
団
法
人
で
あ
っ
た
。
発
行
主
体
の
地
域
分
布
状
況
を
見
て
み
る
と
、
関
東
、
東
京
が
多
い
も
の

の
、
次
に
は
近
畿
、
北
陸
・
中
部
、
九
州
・
沖
縄
な
ど
が
続
き
、
西
の
地
方
も
活
発
に
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
◎
ま
た
発
行
自
治
体

で
は
、
「
市
」
が
過
半
数
を
占
め
た
。
女
性
広
報
誌
の
平
均
ぺ
ー
ジ
数
は
八
ぺ
ー
ジ
強
で
あ
る
。
各
誌
の
刊
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
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は
で
き
な
か
っ
た
が
、
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
多
く
の
女
性
広
報
誌
が
年
二
回
か
一
回
の
発
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
、
ぺ
ー
ジ
の
薄
さ
と
刊
行
サ
イ
ク
ル
の
少
な
さ
か
ら
、
女
性
広
報
誌
が
「
女
性
広
報
」
と
し
て
の
機
能
を
ど
こ
ま
で
果
た
し
得
て
い

る
の
か
、
議
論
の
余
地
は
残
る
だ
ろ
う
。

　
誌
名
は
、
一
九
九
四
年
調
査
で
は
地
名
プ
ラ
ス
女
性
を
誌
名
に
し
た
も
の
が
三
割
近
く
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
今
回
は
そ
れ
ら
が
大

き
く
減
り
、
「
動
き
」
や
「
生
き
生
き
」
「
調
和
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
横
文
字
や
ひ
ら
が
な
の
タ
イ
ト
ル
が
増
え
た
。
男
女

平
等
や
男
女
共
同
参
画
を
伝
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
を
避
け
、
イ
メ
ー
ジ
や
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
訴
え
、
ソ
フ
ト
に
伝

え
よ
う
と
い
う
無
意
識
的
な
防
衛
機
制
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

2

多
く
の
女
性
広
報
誌
が
「
男
女
共
同
参
画
」
を
意
識

　
第
二
に
、
一
九
九
九
年
に
施
行
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
を
受
け
て
の
、
「
男
女
共
同
参
画
」
の
浸
透
が
既
に
こ
の
時
期

に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
示
す
調
査
結
果
の
一
つ
に
、
発
行
部
署
に
、
「
男
女
共
同
参
画
課
（
室
）
」
を
中
心
に
男
女
・
共
生
・
参
画
を
称
す
る
と

こ
ろ
が
一
八
カ
所
見
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
次
に
、
ぺ
ー
ジ
ご
と
の
情
報
分
野
を
量
的
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
が
全
体
で
一
割
を
占
め
、

「
国
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
も
五
％
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
集
収
し
た
女
性
広
報
誌
の
四
誌
に
一
誌
が
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
特
集
を
行
っ
て
い
た
。
共
同
参
画
特
集
で
は
な
い
特
集

の
中
に
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
情
報
が
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
広
報
誌
の
表
紙
の
三
割
が
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
を
通
じ
て
「
共
同
参
画
イ
メ
ー
ジ
」
を
積
極
的
に
出
そ
う
と
工
夫
し
て
い

た
。　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
調
査
し
た
｝
九
九
九
年
度
末
に
は
各
自
治
体
に
あ
る
程
度
、
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
気
運
が
醸
成
さ

れ
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
二
七
四
誌
全
体
に
お
け
る
誌
面
分
野
の
コ
ン
テ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
の
結
果
は
、
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」

を
最
多
に
、
「
女
性
と
労
働
」
「
施
設
案
内
」
「
催
し
物
案
内
」
「
育
児
・
子
ど
も
の
教
育
」
「
国
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
」
「
女
性
と
暴
力
」
と
い
っ
た
“
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
”
な
テ
ー
マ
か
“
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
”
が
上
位
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

誌
面
分
野
の
内
容
は
、
広
報
誌
ご
と
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
。
た
と
え
ば
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
テ
ー
マ
を
”
定
番
”
記
事
と
し
、
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
関
係
を
”
情
報
”
関
連
記
事
と
し
て
、
そ
れ
ら
二
者
間
の
掲
載
量
の
関
係
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
見
る
と
、
北

陸
・
中
部
、
中
国
、
近
畿
の
関
西
地
方
で
は
”
情
報
”
関
連
が
、
四
国
、
九
州
・
沖
縄
で
は
”
定
番
”
関
連
が
強
く
、
国
、
東
京
、
関

東
、
東
北
、
北
海
道
な
ど
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
。

　
六
五
誌
見
ら
れ
た
男
女
共
同
参
画
特
集
に
登
場
す
る
人
物
は
、
地
元
団
体
・
委
員
会
等
の
委
員
、
地
元
お
よ
び
東
京
の
大
学
教
員
な

ど
が
主
流
で
あ
っ
た
。

3

地
域
性
を
重
ん
じ
る
女
性
広
報
誌

　
第
三
に
、
女
性
広
報
誌
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
あ
ら
ま
し
や
、
国
の
動
き
、
世
界
の
動
き
な
ど
を
伝
え
る
よ
り
も
、
地

域
広
報
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
の
広
報
誌
と
し
て
は
当
然
の
傾
向
と
言
え
よ
う
。
前
述
し
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た
よ
う
に
、
誌
面
分
野
で
は
「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
が
最
多
で
あ
り
、
さ
ら
に
催
事
案
内
、
施
設
案
内
、
事
業
報
告

な
ど
、
地
域
情
報
も
多
い
。
男
女
共
同
参
画
特
集
で
も
、
も
っ
ぱ
ら
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
報
告
、
自
治
体
の
取
り
組
み
、
自
治
体
の
統

計
デ
ー
タ
な
ど
、
や
は
り
地
域
に
お
け
る
共
同
参
画
の
記
事
が
上
位
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
共
同
参
画
特
集
に
お
い
て
、
男

女
共
同
参
画
基
本
法
に
あ
る
「
地
方
の
責
務
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
広
報
誌
は
半
数
弱
見
ら
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
広
報
誌
が
地
域
に
力
を
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
国
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
と

「
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
」
の
関
係
を
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
る
と
、
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
・
中

部
は
地
域
の
政
策
が
多
く
、
四
国
と
九
州
・
沖
縄
は
地
域
の
政
策
と
国
の
政
策
が
と
も
に
多
い
。
一
方
、
国
と
東
京
は
国
の
政
策
が
多

く
、
中
国
と
近
畿
は
ど
ち
ら
も
少
な
い
。
東
京
二
三
区
や
多
摩
地
区
と
い
う
地
域
の
女
性
広
報
誌
と
し
て
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
と
は

何
か
、
中
国
、
近
畿
の
地
域
性
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
問
い
が
残
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
二
七
四
誌
全
誌
を
、
発
行
主
体
、
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
、
四
五
の
誌
面
分
野
な
ど
と
の
関
係
で
構
造
化
す
る
多
変
量
解
析
に
か
け
る
な
ど
す
れ
ば
、
さ
ら
に
興
味
深
い
知
見
が
得

ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
「
女
性
政
策
」
に
関
す
る
「
地
域
の
広
報
」
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

と
い
っ
た
根
源
的
な
課
題
が
残
っ
た
。

4

調
査
時
点
か
ら
の
男
女
共
同
参
画
情
勢
の
変
化
と
女
性
広
報
誌

　
本
研
究
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
あ
ま
り
時
期
を
経
て
い
な
い
二
〇
〇
〇
年
時
点
の
女
性
広
報
誌
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
実
態
調
査
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
だ
け
に
、
担
当
者
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
今
回
の
紙
面
内
容
分
析
は
、
貴
重
な
知
見
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
結
果
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
当
時
は
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誌
名
や
発
行
部
署
の
名
称
な
ど
、
「
女
性
」
か
ら
「
男
女
共
同
参
画
」
へ
移
行
し
よ
う
と
い
う
過
渡
期
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
配
信
も
今
ほ
ど
行
わ
れ
て
は
い
な
い
時
期
だ
っ
た
。
し
か
し
、
調
査
時
点
か
ら
数
年
を
経
た
現
在
、
女
性
政
策
や
女
性

広
報
誌
を
め
ぐ
る
状
況
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
第
一
に
、
国
や
自
治
体
の
男
女
共
同
参
画
政
策
が
、
あ
る
程
度
定
着
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
改

正
、
D
V
法
の
制
定
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
正
法
の
制
定
な
ど
関
連
法
規
の
整
備
も
進
ん
で
き
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
、
行
動
計

画
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
法
的
根
拠
を
与
え
る
男
女
平
等
条
例
な
ど
が
、
多
く
の
自
治
体
で
作
ら
れ
た
り
改
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
裾
野
の
広
が
り
や
政
策
の
浸
透
に
よ
り
、
女
性
広
報
誌
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
、
調
査
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
定
着
の
一
方
で
の
国
の
男
女
共
同
参
画
行
政
の
”
揺
れ
”
が
あ
る
。
本
稿
で
詳
説
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、
本
調
査
を
行
い

は
じ
め
た
前
後
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
「
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
が
目
立
ち
だ
し
、
国
や
自
治
体
の
女
性
政
策
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
っ
て
、
批
判
・
非
難
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
男
女
平
等
条
例
に
、
そ
の
趣
旨
と
反
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
り
、
条
例
の
上
程
そ
の
も
の
が
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
自
治
体
も
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
歴
史
的
情
勢
の
変
化
も
あ
っ
て
、
女
性
政
策
そ

の
も
の
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て
女
性
広
報
誌
に
も
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
、
女
性
広

報
誌
が
ど
の
程
度
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
フ
ォ
ロ
ー
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
第
三
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
が
あ
る
。
経
費
を
そ
れ
ほ
ど
使
わ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
広
報
が
広
ま
る
に

つ
れ
て
、
プ
リ
ン
ト
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
女
性
広
報
か
ら
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
の
女
性
広
報
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も
女
性
セ

ン
タ
ー
は
、
自
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
と
こ
ろ
が
か
な
り
増
え
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
施
設
案
内
を
広
報
し
て
い
る
。
ま
だ
数
は
少
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な
い
も
の
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
信
も
始
ま
っ
て
い
る
。
経
費
的
に
も
、
時
間
的
に
も
、
ま
た
手
間
や
配
布
の
上
で
も
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
紙
媒
体
の
「
広
報
誌
紙
」
の
メ
リ
ッ
ト
や
ス
タ
イ
ル
を
上
回
る
電
子
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ
か
ら
は
主
流
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

現
在
は
そ
の
過
渡
期
に
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
女
性
広
報
誌
」
か
ら
「
女
性
広
報
」
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
最
終
章
で
も
ふ
れ
る
こ
と
に

し
た
い
。

1

WI

こ
れ
か
ら
の
女
性
広
報
の
課
題

女
性
広
報
誌
の
役
割
と
は

　
女
性
広
報
誌
研
究
会
は
、
女
性
広
報
誌
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
今
回
報
告
し
た
女
性
広
報
誌
の
内
容
分
析
と
い
う
、
二
つ

の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
女
性
広
報
誌
の
基
本
的
属
性
、
女
性
広
報
誌
の
作
ら
れ
方
、
担
当
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
や
制

作
の
苦
労
、
表
紙
の
イ
メ
ー
ジ
、
誌
面
内
容
、
男
女
共
同
参
画
特
集
お
よ
び
そ
の
他
の
特
集
の
内
容
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の

上
で
、
分
析
を
終
え
た
今
、
改
め
て
女
性
広
報
誌
の
目
的
や
役
割
、
機
能
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
再
考
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
両
調
査
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
女
性
広
報
誌
の
情
報
内
容
は
、
お
お
む
ね
、
①
地
域
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
政
策
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
、
②
そ
の
基
盤
と
な
る
国
の
女
性
政
策
・
男
女
共
同
参
画
政
策
に
つ
い
て
の
情
報
、
③
労
働
、
育
児
と
い
っ
た
継
続
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的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
問
題
や
女
性
と
暴
力
、
介
護
な
ど
新
た
に
焦
点
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
課
題
の
提
示
、
そ
し
て
④
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
関
連
図
書
・
ビ
デ
オ
な
ど
の
情
報
、
の
四
つ
の
分
野
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
①
②
の
政
策
関

連
情
報
の
提
供
と
、
③
④
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
、
い
わ
ば
「
何
で
も
あ
り
」
の
情
報
提
供
と
い
う
両
輪
に
よ
る
展
開
が
、
実
態
と

し
て
の
女
性
広
報
誌
面
の
特
徴
で
あ
る
。
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
、
ポ
イ
ン
ト
が
絞
り
切
れ
て
い
な
い
き
ら
い
は
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
今
後
も
こ
の
両
輪
で
女
性
広
報
誌
の
内
容
が
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
女
性
広
報
誌
の
主
要
な
役
割
は
、
広
く
市
民
に
女
性
政
策
・
女
性
問
題
に
関
す
る
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う

が
、
そ
の
他
の
役
割
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
①
地
域
の
公
募
委
員
な
ど
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
な
が
ら
広
報
誌
の
企

画
・
編
集
・
発
行
を
自
治
体
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
自
身
が
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
す
る
役
割
、
②
自
治
体
が
読
者
で
あ
る
地
域
住

民
の
女
性
問
題
の
実
態
を
把
握
し
、
政
策
二
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
る
役
割
、
③
自
治
体
庁
内
や
議
会
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ミ
ン
グ
を
実
現
す
る
た
め
の
各
部
署
間
に
お
け
る
連
携
機
会
を
促
進
す
る
役
割
な
ど
で
あ
る
。

　
女
性
政
策
・
施
策
の
推
進
は
、
ひ
と
り
行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
地
域
住
民
の
意
見
や
二
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
、
人
び
と

の
参
加
を
う
な
が
し
、
市
民
と
と
と
も
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
と
の
双
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
女
性
行
政
の
要

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
の
地
域
住
民
が
女
性
広
報
誌
に
対
し
て
い
か
な
る
認
識
を
持
ち
、
ど
の
程
度
閲
読
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
実
態
や
女
性
広
報
誌
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
今
回
の
調
査
研
究
で
は
、
制
作
担

当
者
と
広
報
誌
本
体
は
調
査
し
た
も
の
の
、
人
び
と
が
そ
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
問
題
を
共
有
し
、
男
女
平
等
の
実
践
に

結
び
つ
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
女
性
広
報
誌
の
接
触
・
利
用
・
効
果
に
関
す
る
量
的
・
質
的

調
査
を
今
後
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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女
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へ
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女
性
広
報
誌
は
、
市
民
と
行
政
が
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
共
通
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
年
二
回
程
度
の
発
行
、
一
号
あ
た
り
八
ぺ
ー
ジ
程
度
の
活
字
媒
体
の
広
報
誌
で
は
、
そ
の
情
報
量
、
頻
度
、
ス
ピ

ー
ド
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
あ
ま
り
に
不
充
分
で
あ
る
。
取
材
・
編
集
・
発
行
作
業
の
手
間
と
時
間
の
面
か
ら
も
、
ま
た
予
算
の
面
か
ら

も
、
大
き
な
限
界
が
あ
る
。
確
か
に
女
性
広
報
誌
の
発
行
は
、
女
性
政
策
・
女
性
問
題
情
報
の
伝
達
や
公
募
編
集
委
員
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
と
い
っ
た
機
能
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
事
業
と
し
て
「
目
に
見
え
る
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
刊
行
物
を
出
し
た
達
成
感
も
あ

り
、
さ
ら
に
あ
る
程
度
の
予
算
を
消
化
で
き
る
こ
と
か
ら
、
最
も
行
わ
れ
や
す
い
事
業
と
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
昨
今
の
行
財
政
改
革

の
波
の
中
で
、
女
性
広
報
誌
発
行
の
成
果
や
対
費
用
効
果
を
行
政
評
価
し
、
見
直
す
自
治
体
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
予

算
も
人
員
も
ス
リ
ム
化
が
進
行
す
る
現
在
、
こ
れ
以
上
の
女
性
広
報
誌
予
算
の
獲
得
は
、
多
く
の
場
合
、
ほ
ぼ
望
み
薄
で
あ
る
と
見
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
既
存
の
紙
媒
体
を
用
い
て
ま
ず
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
都
道
府
県
市
区
町
村
な
ど
自
治
体
が

月
一
、
二
回
発
行
し
、
新
聞
折
り
込
み
や
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
全
戸
配
布
さ
れ
る
市
報
・
区
報
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男
女
平
等
問
題

の
ぺ
ー
ジ
を
常
設
す
る
よ
う
な
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
。
市
報
・
区
報
の
中
に
は
、
「
男
女
共
同
参
画
室
（
係
）
か
ら
」
と
い
っ
た
女
性
政

策
担
当
部
署
に
よ
る
定
期
コ
ラ
ム
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
し
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
常
設
化
し
、
ま
た
量
も
増

や
し
て
一
定
の
分
量
の
ぺ
ー
ジ
を
確
保
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
速
報
性
が
必
要
な
情
報
を
随
時
提
供
し
、
連
載
記
事
を
企
画



國學院法學第42巻第4号（2005）　104

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
自
治
体
の
市
報
や
区
報
の
閲
読
率
が
高
い
の
は
、
無
料
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
「
お
得
情
報
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
わ
れ
る
。

女
性
広
報
誌
に
お
い
て
も
無
料
相
談
や
資
格
取
得
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
載
せ
る
と
と
も
に
、
男
女
平
等
に
関
す
る
本
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
応
募
葉
書
を
添
付
す
る
等
、
「
お
得
感
」
を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
今
回
収
集
・
調
査
し
た
女
性
広
報
誌
の
中
に
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
市
民
運
営
委
員
や
図
書
情
報
係
が
ワ
ー
プ
ロ
編
集
し
、

内
部
印
刷
で
作
っ
て
い
る
よ
う
な
媒
体
も
見
ら
れ
た
。
業
者
に
よ
る
本
格
的
な
広
報
誌
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
手
づ
く
り

の
広
報
誌
を
こ
ま
め
に
出
す
こ
と
も
、
広
報
誌
読
者
が
、
必
要
な
情
報
に
よ
り
速
く
よ
り
頻
繁
に
接
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め

の
、
一
つ
の
方
策
た
り
う
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
今
ま
で
の
よ
う
な
発
行
頻
度
や
ぺ
ー
ジ
量
な
ど
に
限
界
の
あ
る
紙
媒
体
に
よ
る
女
性
広
報
誌
発
行
の
必
然
性
そ
の
も
の
を

再
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
や
個
人
の
メ
デ
ィ
ア
行
動
は
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
中
心
へ
と
大

き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
紙
媒
体
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
展
開
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
、
ま
た
、
今
ま
で
範
疇
に
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

テ
レ
ビ
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、
収
集
情
報
の
加
工
、
編
集
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
発
信

方
法
・
配
信
方
法
を
多
様
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
報
量
や
速
報
性
、
到
達
度
を
高
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
女
性
広
報
誌
の
み

に
啓
発
や
情
報
提
供
を
担
わ
せ
る
の
で
な
く
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
女
性
広
報
担
当
者
は
、
新
た
な
媒
体
を
他
に
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
自
体
が
構
築
し
て
い
る
「
行
政
広
報
」
の
基
盤
組

織
で
あ
る
広
報
公
聴
担
当
部
署
な
ら
び
に
各
部
・
各
課
が
発
行
・
提
供
し
て
い
る
広
報
媒
体
な
ど
、
よ
り
広
範
な
行
政
内
の
広
報
関
連

組
織
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
視
野
に
入
れ
て
、
そ
れ
ら
の
有
効
活
用
を
模
索
す
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
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て
、
各
部
局
を
横
断
す
る
全
庁
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
の
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
革
を
通
じ
て
、
今
後
時
代
は
紙
媒
体
の
「
女
性
広
報
紙
」
か
ら
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
広
報
組
織
を
利
用
し
た

「
女
性
広
報
」
へ
と
向
か
う
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
本
稿
は
行
政
広
報
誌
の
分
析
が
主
目
的
で
あ
っ
た
た
め
充
分
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
男
女
平
等
の
機
運
づ
く
り
は
、

古
く
は
民
間
の
女
性
グ
ル
ー
プ
や
研
究
者
た
ち
が
担
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
発
行
さ
れ
た
ミ
ニ
コ
ミ
や
研
究
誌
、
構
築
さ
れ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
N
G
O
や
N
P
O
と
し
て
、
行
政

か
ら
独
立
し
た
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
が
よ
り
多
く
創
出
さ
れ
て
対
抗
的
言
論
が
活
性
化
し
、
行
政
と
民
間
が
相
互
に
刺
戟

を
与
え
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
れ
ば
、
N
G
O
・
N
P
O
な
ど
市
民
の
言
論
や
運
動
も
、
ま
た
行
政
の
女
性
広
報
も
活
発
化
し
て
、
女

性
政
策
は
よ
り
実
り
多
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
注

　
（
1
）
　
田
中
和
子
・
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状
（
上
）
1
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
ー
」
『
国
学
院

　
　
法
学
』
第
四
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
二
五
～
六
一
頁
、
お
よ
び
田
中
和
子
・
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
発
行

　
　
の
現
状
（
下
）
1
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
ー
」
『
国
学
院
法
学
』
第
四
一
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
五
七
～
一
一
一
頁
。
ま
た
、

　
　
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
調
査
結
果
の
概
要
を
、
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
の
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状
と
担
当
者
の
意
識
」
『
女
性
教
養
』
二
〇
〇

　
　
二
年
一
月
号
、
三
～
六
頁
、
お
よ
び
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
女
性
広
報
誌
は
男
女
共
同
参
画
を
伝
え
て
い
る
か
1
誌
面
内
容
の
分
析
を
通
じ
て
ー
」

　
　
『
譲
①
一
＄
ヨ
』
二
〇
〇
二
年
一
一
月
号
、
三
～
六
頁
、
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

　
（
2
）
　
田
中
和
子
・
女
性
広
報
誌
研
究
会
「
自
治
体
に
お
け
る
女
性
広
報
誌
発
行
の
現
状
（
上
）
1
担
当
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
ー
」
前
掲
誌
、

　
　
三
一
～
三
六
頁
。

　
（
3
）
　
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
は
、
一
九
八
四
年
以
降
よ
り
総
理
府
婦
人
問
題
担
当
室
（
現
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
）
が
毎
年
行
っ
て
い
た
「
婦
人

　
　
行
政
施
策
の
推
進
状
況
調
査
」
に
基
づ
い
て
女
性
広
報
誌
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
報
告
し
て
い
る
。
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（
4
）
　
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
発
行
さ
れ
る
女
性
広
報
誌
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
廃
刊
さ
れ
た
り
発
行
主
体
が
変
わ
っ
た
り
、
形
態

　
が
変
わ
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
国
の
女
性
広
報
誌
で
あ
る
『
え
が
り
て
』
は
二
〇
〇
三
年
の
一
五
〇
号
を
も
っ
て
廃
刊
し
、
現
在
は
『
男

女
共
同
参
画
推
進
本
部
ニ
ュ
ー
ス
』
と
な
り
、
発
行
主
体
も
当
時
の
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
か
ら
現
在
で
は
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
な
っ
て
い

　
る
。
ま
た
、
第
一
期
に
創
刊
さ
れ
た
東
京
都
中
野
区
の
女
性
広
報
誌
『
中
野
の
女
性
』
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
廃
刊
と
な
っ
た
。
一
方
、
新
聞
サ
イ

ズ
の
大
判
で
定
評
の
あ
っ
た
横
浜
市
女
性
協
会
の
鰐
O
勾
O
ζ
通
信
』
は
、
現
在
で
は
冊
子
ス
タ
イ
ル
に
判
型
を
変
え
て
い
る
。
ま
さ
に
メ
デ
ィ
ア
は

「
生
き
物
」
で
あ
る
。

（
5
）
　
コ
ン
テ
ン
ト
・
ア
ナ
リ
シ
ス
の
手
法
の
う
ち
、
量
的
な
分
野
分
類
分
析
の
手
法
を
解
説
し
た
文
献
と
し
て
、
井
上
輝
子
・
女
性
雑
誌
研
究
会
『
女
性

雑
誌
を
解
読
す
る
1
日
・
米
・
メ
キ
シ
コ
比
較
研
究
』
垣
内
出
版
、
一
九
八
九
年
、
鈴
木
裕
久
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
研
究
法
』
創

風
社
、
一
九
九
〇
年
、
岩
男
寿
美
子
『
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
社
会
心
理
学
的
分
析
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
萩
原
滋
・
国
広
陽
子
編

　
『
テ
レ
ビ
と
外
国
イ
メ
ー
ジ
』
勤
草
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
お
よ
び
日
吉
昭
彦
「
内
容
分
析
の
展
開
」
『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
二
〇
〇
四

年
、
第
六
四
号
、
五
～
二
四
頁
、
な
ど
を
参
照
。

（
6
）
　
生
涯
学
習
情
報
研
究
会
（
代
表
・
平
沢
茂
、
メ
ン
バ
ー
に
青
木
玲
子
ほ
か
）
『
地
方
公
共
団
体
等
の
刊
行
す
る
女
性
広
報
誌
の
実
態
に
関
す
る
実
証

的
研
究
』
（
財
）
東
京
女
性
財
団
一
九
九
四
年
度
女
性
研
究
報
告
書
、
一
九
九
五
年
三
月
。

（
7
）
　
収
集
し
た
女
性
広
報
誌
の
中
で
、
最
も
号
数
を
重
ね
て
い
た
の
は
、
『
え
が
り
て
』
（
総
理
府
男
女
共
同
参
画
室
）
で
＝
二
〇
号
で
あ
っ
た
。
ほ
か
、

　
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
通
信
』
（
横
浜
市
女
性
協
会
）
と
『
女
性
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
ハ
あ
モ
ニ
い
』
（
厚
木
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
〇
号
を
数
え
、
『
≦
餌
＜
①
』
（
神

奈
川
県
立
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
）
一
〇
一
号
、
『
ヌ
エ
ッ
ク
Z
Φ
≦
巴
（
国
立
婦
人
教
育
会
館
）
八
八
号
、
『
パ
ル
テ
ィ
』
（
と
ち
ぎ
女
性
セ
ン
タ
ー
）

　
八
七
号
な
ど
が
、
上
位
の
部
類
で
あ
っ
た
。
刊
行
サ
イ
タ
ル
に
も
よ
る
が
、
こ
れ
ら
は
創
刊
が
古
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
調
査
研
究
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
研
究
の
資
料
収
集
・
集
計
に
あ
た
っ
て
は
、
稲
田
さ
と
子
、
村
田
太
郎
、
田
中
新
、
森
田
系
太

　
　
郎
、
田
宮
遊
子
、
須
藤
典
子
各
氏
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

　
　
画
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　
＊
　
本
稿
は
、
女
性
広
報
誌
研
究
会
（
代
表
田
中
和
子
）
が
、
財
団
法
人
東
京
女
性
財
団
二
〇
〇
〇
年
度
民
問
活
動
支
援
事
業
の
助
成
を
得
て
行
っ
た

＊
＊
　
共
同
執
筆
者
　
た
な
か
か
ず
こ
・
国
学
院
大
学
教
員
、
も
ろ
は
し
た
い
き
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
員
、
あ
お
き
れ
い
こ
・
越
谷
市
男
女
共
同
参
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【付録】 女性広報誌誌面分析表

　　　　　　女性広報誌研究会　記入者（ ）

現誌名

サブ誌名

義語

発行先

編集
印刷

号数 発行年月日

刊期
総頁数 判型A4（　）

発行元コード

創刊年

1モノクロ　2二色刷り　3三色以上

　　　　　　　　　　　誌面構成
（基本的に0．1ぺ一ジ単位でカウント　1／3の場合は0．33／0．33／0．341／4の場合0。25）

コード
NQ

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

分　野
表紙・題字

日本の女性政策・男
女共同参画
地域の女性政策・男
女共同参画
世界の動き

女性と政治

年金・税金

環境

女性と教育・学習

人権

女性と暴力

性・健康

家族

国際交流

生活・くらし

メディア

芸術・文化・スポーツ

女性と開発

女性と平和

地域文化

高齢社会・介護

少子化

育児・子どもの教育

女性と労働

ぺ一ジ
量

ぺ
比

全
ジ

型 コード
No
23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

分　 野

フェニズム・女性
学・女性誌
男性学・男性問題

女性の生き方

男性の生き方

ジェンダー

本・ビデオの紹介

法律

施設案内

催し物案内

行政案内

事業報告

調査・統計

その他

はがき

目次

裏表紙

読者コーナー

セクシュアル・ハラ
スメント
家事

結婚・離婚

女男の生き方

男女平等・性別役割
ム
・ 計

ぺ
比

全
ジ

対
一引「ぺ

量

100．0
　％

特　集

呼びかけ

タイトル

分類コード（上記と同、複数可） ぺ一ジ量

1はがき差入　2はがき印刷　3誌面での呼びかけ　4読者コーナー

5その他（　　　　　　　）
＊インタビューや対談は内容で分類

＊＊内容が複数にわたる場合は、それぞれの分野に面積に応じて分類する

＊＊＊「特集」は3つまで記入


